


　

こ
の『
子
育
て
を
め
ぐ
る
タ
テ
の
対
話
』
と
題
さ
れ
た
冊
子
は
、
豊
島
区
を
舞
台
に
展
開
し
て
い
る
文
化
事
業
「
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
」

の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
た
、演
出
家・阿
部
初
美
さ
ん
に
よ
る「
と
し
ま
で
子
育
て　

子
育
て
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
で
す
。

　
「
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
」
は
、
東
京
都
、
豊
島
区
、
東
京
文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
、
N
P
O
法
人
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ

ン
の
４
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
豊
島
区
民
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
た
ち
が
、
区
内
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
場
所
で
地
域
資
源
を
活
用
し
、

ア
ー
ト
活
動
を
展
開
で
き
る「
環
境
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
と
、
そ
れ
に
よ
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
促
進
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
で「
何
か
を

は
じ
め
た
い
」
と
い
う
人
た
ち
の
想
い
を
つ
な
げ
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
に
発
生
し
た
さ
さ
や
か
な
活
動
を
結
び
付
け
、
豊
島
区

を
人
や
街
と
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
街
に
す
る
た
め
の
ア
ー
ト
を
用
い
た
試
み
で
す
。

　

こ
の「
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
」
の
考
え
方
に
共
鳴
し
た
阿
部
初
美
さ
ん
を
迎
え
、
様
々
な
世
代
の
参
加
者
と
、
地
域
や
社
会
の
中
に
お
け

る
社
会
的
課
題
「
子
育
て
」
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
演
劇
的
手
法
を
用
い
て
、
参
加
者
と
と
も
に
子
育
て
を
考
え
、
最

後
に
は
、
映
像
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
交
え
た
発
表
会
を
開
催
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
そ
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
が
、

次
の
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
実
際
に
子
育
て
を
経
験
し
た
母
親
だ
け
で
な
く
、
男
性
も
含
む
20
〜
60
代
の
様
々
な
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
上
の
世
代
と
下
の
世
代
の「
子
育
て
を
め
ぐ
る
タ
テ
の
対
話
」
が
、
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
は
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
場
を
ア
ー
ト（
演
劇
）
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
し
た
こ
と
が
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
一
番
の
成
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
が
こ

の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
読
む
こ
と
で
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
た
、
さ
ら
な
る
対
話
が
続
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

は
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 テーマ 1　

子育てについて考えていることを話す　 2
0
1
2
年
の
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
9
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

区
報
な
ど
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

育
児
中
の
方
だ
け
で
な
く
学
生
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
子
育
て
を
終
え
た
方
な
ど
、

子
育
て
に
つ
い
て
考
え
た
い
方
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

20
代
～
60
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

まずは参加者全員が輪になって、互いの名前を呼び合い場所を入れ替わるゲームで身体を動かして緊張をほ
ぐしてから、自己紹介をおこないました。そしてなぜこのワークショップに参加したのか、また子育てについて考
えていることを自由に話してもらうところからはじまりました。

20代・女性
子育てについてはまだほとんど考えたことがな
い。結婚願望もないし、子どもを産むことは全
く想像できないです。

60代・女性
現役イクバアとして、孫３人の子育てに関わっ
ているため、自分にも吸収できる何かがあるの
ではないかと考えて申し込みました。

30代・女性
子育ては本当に大変ですが、子どもにはすごく
幸せをもらっていて、本当にすばらしいことだと
思っています。私は子どもを産んで、女性に生
まれてよかったと初めて思いました。

50代・女性
成人した息子がまだ経済的に自立しておらず、
“後期子育て”中。生きる力、精神的な自
立ができていない若い人がたくさんいるのを何
とかしないといけないと思っています。

40代・男性
子どもが生まれて、社会の見方が変わりまし
た。子どもは大事なもので、社会の宝だと思
いますが、やはり育てるのはとても大変。周り
がサポートしなければいけないが、その整備が
追いついていないですね。自分の職場でも、
子どもを産んで復帰した女性はとても少ない。
そこに自分がどうサポートしていけばよいのかを
考えたいです。

 阿部さんコメント

初回はみなさんに、自己紹介も兼ねて参加動機や「子

育て」について思うところなどをお話しいただきました。

今後のプログラムを考える上で、参加者がどんな意識

で参加しているか、どんなことに関心があるのかを知っ

ておくのはとても重要なことです。「としま」では、参

加者の年齢層が厚いこともあって、本当に具体的な

子育て奮闘生活にはじまり、若い世代の専業主婦志

向、男女の平等不平等、戦後の GHQ の政策からそ

の後流行した『スポック博士の育児書』に代表される

アメリカ流子育て、公務員と民間人の違いとか、女性

の職場復帰の難しさとか、いろいろな話が散らかって、

本当に興味深く、まだまだ話し足りない 3 時間でした。

ワークショップ
のしくみ

阿部初美さんは舞台を中心に活躍する演出
家。広く社会に目を向けたドキュメンタリー的
な作品も数多く手がけています。その長い
キャリアで培った演劇的手法を用いたワーク
ショップのテーマは、「子育てについて考え
ていることを話す」、 「本を紹介する」、「子
どもを感じる」、「子どもの頃の一番古い記
憶を思い出す」　の 4つ。各テーマに沿っ
てワークショップをご紹介します。

20代 30代 40代 50代 60代

＞
＞

考えを話す

本を紹介する

子どもを感じる

一番古い記憶を思い出す

作品づくり

自己紹介

発表会

＞
＞

＞
＞

＞
＞

参加者だけでなく外に開く

◀  互いを知る

◀  つくりあげる

◀  分かち合う

◀  引き出す
（何をつくれるか探る）
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 テーマ 3　  テーマ 2

子どもを感じる 本を紹介する参加者が連れてきた子ども（11か月の男の子と10か月の女の子）を
よく観察して、子どもの気持ちや行動を実況中継してみました。

参加者が、自分が紹介したい「子育てに関わる本」と「子育てについて考える本」
を持ち寄り、気になる部分を読みました。

20代・女性
いままで、子どもはあまり積極的に欲しいとは思
わなかったんですが、これだけ小さい子をずーっ
と見つめていると、やっぱりとてもおもしろくてか
わいくて、子どもが欲しいなあと思いました（笑）。

40代・女性
自分の子どもが小さい頃を思い出しました。子
どもの時間の流れは大人とは違いますが、か
つて自分がそれに合わせることができなかった
ことも思い出して、子どもの時間に合わせて
ゆっくりすごせるような環境が整えられるとよい
のだろうなと思いました。また、子ども同士で
遊ばせていると、ママ同士のコミュニケーショ
ンにずいぶん気を遣うことがあったことも思い
出しました。

20代・女性

『 i-wishママになりたい
女性のからだと産婦人科と』　
不妊治療情報センタ－／シオン

「親になったら責任感を持って子どもを育てるこ
と」、また「地域で子どもを育てなければいけ
ない」という文章があり、子ど
もを産むのも大変だけど、子ど
もを産んだあとも大変で、親に
なるということは責任が重いこ
とだと思いました。

60代・女性

『大人問題』　　
五味太郎／講談社

この本は、子どもをめぐる“大人こそが問題”と
いうことを語っています。子どもを
どうこうしようとする大人ばかりが
多いけれど、そこには肝心の子ど
もがいないということが書かれて
います。

30 代・女性

『産後白書』NPO法人マドレボニータ

日本は、妊婦と赤ちゃんに対してはすごく手
厚くケアしてくれますが、産後の女性に対し
てのケアが充実しているかというと、そうでは
ないんですね。この本では、産後の身体や
性生活など、実際あまり語られていないことを
調査をもとにリアルにまとめています。これか
ら子どもを産む人、産んだ人が
こういうものを読んで、自分だ
けが大変なのではないというこ
とを知ってもらえばよいなと思っ
ています。

40代・女性

『はじめてであう すうがくの絵本 1』　
安野光雅／福音館書店

最初の章のタイトルが“仲間はずれ”で、絵の
中にある仲間はずれを探します。ゆとり教育な
どは、仲間はずれはないんだよ、みんなで手を
取り合って仲良くしていこう、ということを教えて
いたと思うんですけれども、やはり現実には仲
間はずれというか、それぞれの
違いというものがあって、その
中でどうしていくかということを、
この本は示しているような気が
します。

 阿部さんコメント

本の持ち寄りは、それぞれ参加者がどんなことに関心を

持っているかを知る上でとても有効です。また自分のこ

とはうまく話せないという人も、本の言葉を借りてなら話

しやすかったり、参加者同士がお互いを知り合ったり、

問題を共有したりするのにも役に立ちます。本を探す宿

題は、子育て中で時間のない女性にとって、自分のた

めの時間にもなります。参加者個人の具体的でリアル

な生活の外からテーマを持ちこむので、視野も広がり、

発表会に向けての表現の材料探しも兼ねていました。

ここでは上の世代から辛口な本が持ち込まれたのが印

象的でした。

□ ここはどこ？　なんで大人がいっぱいいるの？

□ 僕、もっと一緒に遊びたいよう！

□ その時計がほしいよ！　キラキラしていて気になるな～

「その子になったつもりでいまの気持ちを言ってみる」1

「客観的にその子の行動を説明する」

□ オモチャを口に入れようとしたけれどやめました。

□ ハイハイでママのところに移動しようとしています。

□ よいところを見せようと立ち上がろうとしています。

2

 阿部さんコメント

子育ての最中、ずっと子どものそばを離れられないこと

に苦痛を感じていたとき、ふと子どもの様子を実況中継

してみたら、この子はこの子なりにいろいろなものに関

心を向けて、世界とやりとりしているんだな、と子どもの

時間を感じることができました。大人はいつも「少し先」

のことを頭において行動しているけれど、子どもは「今」

をすべてとして生きる存在で、大人の時間の流れ方と子

どもの時間の流れ方はぜんぜん違っています。人間は、

姿形や心の在り様が自分と似ていない人を、自分と同じ

人間なのだと感じにくい生き物なのかもしれないと最近思

うようになりました。演劇は古来から、どんな人も等しく

同じ人間として扱い、そんなふうに自分と一見かけはなれ

て見える他者の気持ちや考えを理解するのにとても役に

立つ道具として使われてきました。俳優は他者を観察し、

模倣することから「役」を創造します。まずは自分の固

定観念にとらわれずに対象をよく見ることですが、それは

俳優ではない人にもできることです。
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40代・女性
3歳くらいのとき、自分がカプセルの中にいるよ
うな感覚を持っていました。シャボン玉のような
閉ざされた空間に心地よく浸っていたという記
憶があります。ご飯を食べるときも、自分の世
界に浸りながら食べていたのですごく遅かった
みたいです。

　テーマ 4

子どもの頃の一番古い記憶を思い出す 20 代の意見　「結婚や子育ては考えられない」 

参加者に、子どもの頃の一番古い記憶を思い出して語ってもらいました。

3回目のワークショップ。この回は学生を含む 20代が多く参加しました。
未婚の彼女たちに、結婚や子育てについて思うことを話してもらいました。

40代・男性
2、3歳のときおじいさんとおばあさんのところ
によく行っていました。病院におじいさんのお
見舞いに行ったとき、ビニールみたいなものが
ベッドの周りにあって、おじいさんには管みたい
なものが通っていました。日常にはない光景だっ
たことを覚えています。

［ 2 0代からの感想・意見］

20代・女性

「結婚はしたいと思っています。孤立す
るのは嫌なので。でも子どもを産むと仕事
をやめなければならないイメージがあり、まだ考

えられません。子どもと向き合っている間は社

会と離れてしまうような気がします」

20代・女性

「いまはまだやりたいことがたくさんあって、自
己実現もできていないので、将来が決まっ
ていないうちは結婚や子育ては考えられないで

す。結婚願望はありません」

＞＞＞＞ ［ 4 0代からの感想・意見 ］

40代・男性

「自己実現という言葉が出ましたが、僕はその

言葉にちょっと懐疑的で、自己実現はキャリア

アップすることのみじゃないと思うんですね。そ

れよりも家族という小さい単位のコミュニ
ティを幸せにすることのほうが、リーズナブル
で幸せに近いような気がします」

40代・女性

「やりたいことをやってから結婚するって言っても、

じゃあ結婚って“やりたいこと”じゃないの？キャ
リアアップが自己実現だって本当なのかな…」

30代・女性
幼稚園のときの記憶がとても鮮明に残っていま
す。幼稚園には橋を渡って通っていました。橋
を渡るとき隙間から川が見えました。その川が
すごく怖くて、自分が小さくなって隙間から吸い
込まれる気がしていました。なので、橋を渡る
たびに泣いていました。

20 代・女性
小さい頃、名前を省略して呼ばれていました。
私はそれを自分の名前と思っていました。あ
るとき、少し離れて住んでいるおばあちゃんに
「ちゃんとした名前があるのにそう呼ばれなく
てかわいそうだ。じゃあ、ちゃんとした名前を
つけてあげようね、今日から○○ちゃんだよ」
と言われたんです。でも実はそれが私の本当
の名前で、しばらくしてみんながそうやって呼
んでくれるようになったのですが、私はおばあ
ちゃんがその名前をつけてくれたからだと思っ
ていました。

 阿部さんコメント

誰でも子どもだったはずなのに、大人になるとついそれを

忘れ、自分の都合で子どもをうるさがったり、やっかいな

ものだと思ったりします。ここでは、子どもの頃の記憶を

思い出すことによって、もう一度子どもの目線に戻ってみ

ました。みなさんの記憶からは、「子ども」が大人とは全

く違う独特の感覚を持っていることがわかります。「言葉」

を持たない子どもの「世界」は、まだ「名前」によって

わけられていないため、子どもは大人のような「フィルター」

なしに開かれた感覚でダイレクトに世界を感じとっていると

いうことです。それは世界から「名前（既成概念）」を

はずして対象と向き合おうとする芸術家と共通するものが

あります。逆に言えば、「芸術家」とはいつまでも子ども

の感受性を持ち続ける存在なのかもしれません。子ども

も芸術家も大人の硬直した世界観に風穴をあけてくれる

大切な存在です。
家族の幸せは？

女性だけが
大変

社会と
離れる

やりたいことを
したい

いつかは結婚
するだろう

結婚は
考えられ
ない

子どもは
かわいい

仕事やキャリア
アップが自己実
現なのか？

結婚したく
ないの？

世界の見え方
が変わるよ
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第
一
部　

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方

20 

代

女
性
A

21
歳
で
大
学
3
年
生
で
す
。
年
を
取
っ
て
ず
っ
と
一
人
で
い
る
の
は
嫌

な
の
で
、
結
婚
は
し
た
い
と
ず
っ
と
前
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も

子
ど
も
を
産
み
た
い
と
は
あ
ま
り
思
っ
て
な
か
っ
た
で
す
。
社
会
に
出

て
活
躍
し
た
い
と
い
う
欲
が
あ
っ
た
の
で
、
仕
事
を
続
け
て
子
ど
も
は

産
み
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
を
産
む
こ
と
と
仕
事
を

両
立
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
正
直
あ
ま
り
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
ま
せ
ん
。

だ
け
ど
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
、
子
ど
も
を
産
む
の
も
よ

い
か
な
と
最
近
思
い
は
じ
め
ま
し
た
。

20 

代

女
性
B

23
歳
、
学
生
で
未
婚
で
す
。
自
分
の
人
生
に
お
い
て
、
結
婚
、
出
産
、

育
児
に
つ
い
て
は
何
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
卒
業
し
た
ら
と
り
あ
え
ず

仕
事
に
就
い
て
お
金
を
稼
ぎ
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
人
生
を

送
る
か
と
か
、
あ
ま
り
先
の
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え

ず
結
婚
を
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
も
欲
し
い
と
は
全
然

思
わ
な
い
の
で
、
多
分
こ
れ
か
ら
一
人
で
生
活
し
て
い
く
の
か
な
と
、

発
表
会 

ラ
ン
チ
de
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

結
婚
・
子
育
て
、
ど
う
考
え
て
ま
す
か
？

10
回
に
及
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
最
終
回
を
飾
る
発
表
会
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
べ
き
か
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
幼
い
子
ど
も
が
い
る
方
も
お
り
、

全
員
が
毎
回
必
ず
参
加
し
て
ひ
と
つ
の
作
品
を
創
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
参
加
者
各
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
撮
り
、

併
せ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
合
う
、

【
上
映
会
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】
と
い
う
形
式
に
し
ま
し
た
。

テーマは“それぞれの生き方”と“その選択
の背景にあるもの”。
“子育てを考える”ワークショップを進める中で
浮かび上がってきた、子どもを産む・産まない、
預ける・預けないなどの選択はその時代時代
の影響を強く受けています。これからそのよ
うな選択が待ち受けている若い人たちのため
に、参加者のみなさんがおこなってきた人生
の選択について語っていただきました。

ワークショップ参加者の家族
や友だち、子ども連れの母親
などが集まり、アットホームな
雰囲気で発表会がはじまりまし
た。最後に参加者全員でリー
ディングもおこないました。

阿
部

今
日
は
第
一
部
、
第
二
部
と
も
に
映
像
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。
い
ま
か

ら
見
る
映
像
は
、
こ
こ
に
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
自
分
の
人
生
を
考
え
て
い
く
若
い
世
代
の
た
め
に
、
自
分
の
人

生
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
差
し
出
し
、
例
え
ば
こ
う
い
う
選
択
を
し
た
ら
こ

う
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
だ
、
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
材
料
に
し
て
も
ら
う

た
め
に
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
ま
ず
第
一
部
で
は
み
な
さ
ん
の
個
人
的
な

人
生
の
選
択
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て

第
二
部
で
は
、
そ
の
選
択
の
後
ろ
に
ど
の
よ
う
な
時
代
的
・
社
会
的
・

個
人
的
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
を
見
て
い
っ
て
、
そ
の
上
で
、
み
な
さ
ん

と
お
話
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
人
生
も
重
ね
て
思
い
返

し
な
が
ら
見
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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な
ん
と
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
老
後
も
一
人
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

20 

代

女
性
C

23
歳
で
学
生
で
す
。
ま
だ
結
婚
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
産
や
結
婚
は

い
ず
れ
は
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
自
分
は
ま
だ
学
生

で
経
済
的
に
も
自
立
し
て
い
な
い
の
で
、
現
実
味
を
持
っ
て
考
え
ら
れ

な
い
で
す
。
卒
業
し
て
就
職
し
て
、
30
歳
に
な
る
前
に
は
結
婚
で
き
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
も
30
代
前
半

ま
で
に
産
め
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

20 

代

女
性
D

26
歳
で
す
。
働
い
て
い
ま
す
。
私
は
結
婚
、
子
育
て
に
つ
い
て
は
い
ま

の
と
こ
ろ
あ
ま
り
具
体
的
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
結
婚
を
す
ぐ
に

す
る
つ
も
り
も
な
い
し
、
子
ど
も
を
産
ん
で
育
て
た
い
と
も
積
極
的
に

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
先
の
こ
と
を
想
像
で
き
な
い
ん
で
す
け
れ

ど
、
ま
あ
そ
れ
は
そ
れ
で
し
ょ
う
が
な
い
か
な
と
い
う
か
…
…
一
人
で

最
期
ま
で
行
く
の
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
受
け
止
め
る
、
と
い
う
感
じ
で
す
。

20 

代

女
性
E

26
歳
で
す
。
結
婚
と
出
産
と
子
育
て
は
、
い
ま
は
考
え
ら
れ
な
い
で
す
。

仕
事
を
は
じ
め
た
ば
か
り
で
、
目
指
し
て
い
る
仕
事
を
す
る
か
ら
に
は

子
育
て
は
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
色
々
な
人
と
話
す
う
ち
に
、
子
ど

も
は
欲
し
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

30 

代

男
性

い
ま
30
歳
で
す
。
結
婚
し
て
い
ま
す
が
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。
現
在
公

務
員
で
研
究
開
発
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
結
婚
し
た
ば
か
り
で
す
け

れ
ど
、
結
婚
生
活
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
し
、
30
歳
で
結
婚
で
き
た
の

は
と
て
も
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

30 

代

女
性
A

32
歳
で
す
。
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
ず
っ
と
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

結
婚
の
こ
と
は
特
に
考
え
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
が
欲
し
い
と

あ
ま
り
思
わ
な
か
っ
た
で
す
。
30
歳
手
前
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
よ
う
や
く

結
婚
は
し
た
い
な
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
32
歳
の
と
き
に
結
婚
し

ま
し
た
。

30 

代

女
性
B

34
歳
で
す
。
現
在
は
非
常
勤
で
す
け
れ
ど
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
大
学

を
出
て
か
ら
ず
っ
と
子
ど
も
が
欲
し
か
っ
た
で
す
し
、
も
ち
ろ
ん
結
婚

も
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
20
代
は
と
に
か
く
仕
事
中

心
な
生
活
で
し
た
。
気
が
つ
い
た
ら
30
歳
を
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

よ
い
人
と
出
会
え
て
最
近
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

30 

代

女
性
C

34
歳
で
、
子
育
て
中
で
す
。
大
学
を
出
て
同
じ
職
場
で
ず
っ
と
働
き
続

け
て
い
ま
に
至
り
ま
す
。
20
代
の
間
は
と
り
あ
え
ず
結
婚
す
る
方
向
で

は
な
い
人
生
を
歩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
20
代
後
半
に
な
っ
て
子
ど
も
が

欲
し
い
と
思
い
は
じ
め
ま
し
た
。
33
歳
の
と
き
に
結
婚
し
て
子
ど
も
が

で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
を
産
ん
で
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
仕
事
は
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

30 

代

女
性
D

35
歳
で
既
婚
者
で
す
。
5
歳
の
男
の
子
が
一
人
い
ま
す
。
い
ま
は
専
業

主
婦
で
す
。
短
大
を
卒
業
し
て
幼
稚
園
に
就
職
し
て
、
そ
の
後
保
育
所

に
転
職
し
ま
し
た
。
28
歳
の
と
き
に
結
婚
を
し
て
、
29
歳
の
と
き
に
出

産
を
し
ま
し
た
。
34
歳
の
と
き
に
主
人
が
東
京
に
転
勤
に
な
っ
た
の
で
、

仕
事
を
辞
め
て
こ
ち
ら
に
来
ま
し
た
。
仕
事
の
面
で
は
す
ご
く
恵
ま
れ

て
い
た
と
感
じ
ま
す
。
出
産
し
た
と
き
も
職
場
で
理
解
が
あ
っ
た
の
で

ス
ム
ー
ズ
に
復
帰
で
き
ま
し
た
。
仕
事
を
辞
め
た
と
き
は
、
や
り
が
い

が
あ
っ
た
も
の
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
喪
失
感
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
資
格
を
取
っ
た
り
勉
強
し
て
他

の
仕
事
に
就
い
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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30 

代

女
性
E

36
歳
で
す
。
4
歳
と
10
か
月
の
二
人
の
女
の
子
が
い
る
母
親
で
す
。
仕

事
は
し
て
い
ま
す
。
私
は
大
学
を
出
て
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
い

た
あ
と
、
契
約
社
員
と
し
て
会
社
に
入
っ
て
転
職
し
ま
し
た
。
そ
の
後

結
婚
し
て
半
年
く
ら
い
で
一
人
目
の
子
を
産
み
ま
し
た
。
残
業
の
多
い

仕
事
だ
っ
た
の
で
辞
め
ざ
る
を
え
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す

け
れ
ど
、
続
け
て
も
よ
い
と
言
っ
て
も
ら
え
て
続
け
ま
し
た
。
二
人
目

は
35
歳
の
と
き
授
か
っ
て
、
一
人
目
同
様
に
産
休
・
育
休
を
取
っ
て
復
帰

す
る
予
定
で
す
。
自
分
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
、
よ
い
旦
那
さ
ん
を
見

つ
け
た
し
、
子
ど
も
に
も
恵
ま
れ
た
し
、
よ
い
選
択
が
で
き
て
る
な
と

思
い
ま
す
。

30 

代

女
性
F

37
歳
で
す
。
独
身
で
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。
大
学
入
学
と
同
時
に
地
方

か
ら
東
京
に
来
ま
し
て
、
大
学
院
を
卒
業
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
が
芸
術
系
の
仕
事
に
就
い
て
、
続
け
て
い
ま
す
。
結
婚
、
子
育

て
に
つ
い
て
は
、
少
し
憧
れ
を
持
ち
な
が
ら
も
、
何
と
な
く
ネ
ガ
テ
ィ

ヴ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
身
の
ま
わ
り
の
友
だ
ち
な
ど
の
様

子
を
見
て
い
る
と
、
み
ん
な
共
通
し
て
、
仕
事
と
家
庭
の
二
者
択
一
み
た

い
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
で
ど
ち
ら
か
を

諦
め
る
み
た
い
な
選
択
を
し
て
い
た
り
し
て
、
す
ご
く
苦
し
ん
で
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
私
は
二
者
択
一
で
は
な
く
て
、
新
し
い
何
か
を
自
分

で
つ
く
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
3
の
方
法
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

40 

代

男
性
A

44
歳
で
す
。
40
歳
で
結
婚
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
仕
事
優
先
で
ず
っ

と
や
っ
て
い
ま
し
た
。
結
婚
す
る
人
も
周
り
に
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
し
、

結
婚
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で

す
。
た
だ
40
歳
が
間
近
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
社
会
的
に
疎
外
感
を

感
じ
る
と
い
う
か
、
自
分
と
し
て
の
成
長
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
で
、
人
生
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

た
と
き
に
、
知
人
の
紹
介
も
あ
っ
て
結
婚
に
至
り
ま
し
た
。
結
婚
し
た

あ
と
す
ぐ
に
子
ど
も
が
産
ま
れ
た
ん
で
す
が
、
驚
い
た
の
が
こ
れ
だ
け

情
報
化
社
会
な
の
に
、
自
分
が
い
ま
ま
で
出
産
と
か
育
児
に
関
す
る
情

報
に
全
く
触
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
子
ど
も
は
自
分
で

は
何
も
で
き
な
い
の
で
、
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
た
り
着
替
え
を
さ
せ
た
り
、

24
時
間
つ
き
っ
き
り
で
休
み
な
く
面
倒
み
な
き
ゃ
い
け
な
く
て
大
変
で

し
た
。
子
育
て
は
こ
う
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
正
解
が
な
い
し
、
そ
の
都

度
子
ど
も
と
一
対
一
で
向
き
合
っ
て
対
処
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
の
が
と
て
も
大
変
。
た
だ
子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
の
を
見

る
の
は
と
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
し
、
親
と
し
て
の
視
点
と
い
う
か
、

社
会
を
も
っ
と
よ
く
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
か
、未
来
を
つ
く
っ

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

40 

代

男
性
B

46
歳
で
、
結
婚
歴
と
離
婚
歴
が
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
が
二
人
い
ま
す
。
大
学
生
の
頃
か
ら
早
く
結
婚
し
た
い
な
と
思
っ
て

い
て
、
運
良
く
25
歳
の
と
き
に
結
婚
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
運
良
く

す
ぐ
に
子
ど
も
が
で
き
ま
し
た
。
40
歳
の
と
き
に
離
婚
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
と
は
3
か
月
に
一
回
会
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
相

談
に
の
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
す
ご
す
時
間
は
と
て
も
楽
し

く
、
大
切
な
時
間
で
す
。
仕
事
は
あ
る
面
か
ら
み
た
ら
よ
い
ス
テ
ッ
プ

を
踏
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
し
、
実
際
充
実
し
て
い
ま
す
。
で
も

自
分
と
し
て
は
、
家
庭
と
い
う
も
の
が
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
が

欠
落
し
て
い
る
人
生
が
果
た
し
て
幸
せ
か
と
問
わ
れ
る
と
、
そ
う
で
も

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

50 

代

女
性
A

50
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
す
。
結
婚
し
て
26
年
、
子
ど
も
は
二
人
い
ま
す
。

4
年
制
の
大
学
を
出
て
、
演
劇
関
係
の
仕
事
に
つ
き
ま
し
た
。
結
婚
し

た
の
は
23
歳
の
と
き
で
す
。
そ
れ
か
ら
仕
事
は
辞
め
ず
に
続
け
て
、
28

歳
に
な
っ
て
第
一
子
を
出
産
す
る
と
き
に
辞
め
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
仕

事
に
戻
る
こ
と
は
な
く
、
29
歳
の
と
き
に
第
二
子
を
出
産
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
子
育
て
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
が
、
上
の
子
が
3
歳
半
に

な
っ
た
と
き
に
ア
ル
バ
イ
ト
の
よ
う
な
形
で
仕
事
に
戻
り
、
そ
れ
か
ら

ず
っ
と
仕
事
を
続
け
て
き
て
子
ど
も
も
成
人
し
て
、
あ
る
部
分
は
や
り

き
っ
た
と
い
う
感
じ
で
結
構
満
足
し
て
い
ま
す
。

50 

代

女
性
B

年
齢
は
50
代
前
半
で
す
。
既
婚
で
す
。
子
ど
も
は
二
人
い
ま
す
。
仕
事

は
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
。
私
の
若
い
頃
は
、
結
婚
し
て
子
ど
も
を
持

つ
と
い
う
こ
と
が
普
通
の
こ
と
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
迷
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
自
身
は
25
歳
で
結
婚
し
て
、
28
歳
で
第
一
子
、
31

歳
で
第
二
子
を
持
ち
ま
し
た
。
経
済
的
自
立
が
し
た
か
っ
た
の
で
、結
婚・

子
育
て
と
仕
事
を
ど
う
や
っ
て
両
立
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
一

番
の
課
題
で
し
た
。
両
立
で
き
る
よ
う
に
公
務
員
を
仕
事
と
し
て
選
ん

だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
何
と
か
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
職
場
環
境

と
し
て
産
休
を
と
っ
て
復
帰
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ
た
の
で
よ

か
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
う
は
言
っ
て
も
ま
だ
育
児
休
暇
は
な
く
て
、
産

ま
れ
て
二
か
月
ち
ょ
っ
と
で
子
ど
も
を
預
け
て
働
い
て
ま
し
た
か
ら
、

そ
れ
な
り
に
苦
労
し
ま
し
た
。
い
ま
思
う
と
、
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
子

育
て
を
し
た
か
っ
た
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
仕
事
自
体
は
お
も

し
ろ
い
し
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
が
、
で
も
本
当
に
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
だ
っ
た
か
な
、
と
い
う
気
は
少
し
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
も
う

大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
一
番
近
い
違
う
世
代
で
、
そ
う
い

う
世
代
と
付
き
合
え
る
と
い
う
意
味
で
は
子
ど
も
を
持
っ
て
よ
か
っ
た
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な
と
思
い
ま
す
し
、
い
ま
で
も
楽
し
い
な
と
思
う
部
分
は
あ
り
ま
す
。

50 

代

女
性
C

57
歳
で
す
。
成
人
し
た
子
ど
も
が
二
人
い
ま
す
。
大
学
を
出
て
す
ぐ
に
就

職
を
し
て
、
27
歳
で
結
婚
し
ま
し
た
。
一
年
半
後
に
妊
娠
し
て
専
業
主
婦

に
な
り
ま
し
た
。
29
歳
で
第
一
子
、
31
歳
で
第
二
子
を
出
産
し
ま
し
た
。

第
二
子
が
一
歳
に
な
る
前
に
保
育
園
に
預
け
て
働
き
は
じ
め
ま
し
た
。
結

婚
し
た
と
き
は
普
通
の
家
庭
を
築
こ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な

理
由
が
あ
っ
て
10
年
前
に
離
婚
し
ま
し
た
。
子
育
て
に
つ
い
て
は
、
本
当

に
責
任
を
持
っ
て
こ
の
二
人
の
子
を
育
て
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
の
が
自
分
の
目
標
で
す
。
娘
は
す
で
に
就
職
し
て
自
立
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
息
子
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
、
あ
と
も
う
少
し
、
息
子
を
支
援
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
が
終
わ
ら
な
い
と
、
私
の
子
育
て
は
終
わ
り

ま
せ
ん
。
で
も
そ
こ
が
終
わ
れ
ば
、
自
分
は
ま
だ
若
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
こ
う
か
考
え
て
い
ま
す
。

60 

代

女
性

私
は
現
在
68
歳
で
す
が
、
小
さ
い
頃
か
ら
ず
っ
と
仕
事
は
続
け
た
い
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
生
ま
れ
の
親
に
育
て
ら
れ
て
い
た
の
で
、

結
婚
や
子
育
て
も
普
通
に
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

と
同
時
に
仕
事
も
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
に
行
っ
て
社
会

科
の
教
員
資
格
を
取
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
全
国
の
大
学
で
学
生
闘
争

が
起
こ
っ
た
頃
で
、
私
も
ま
さ
に
渦
中
に
い
ま
し
た
。
結
婚
し
た
の
は

25
歳
で
し
た
が
、
結
婚
す
る
に
も
迷
い
が
あ
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
は

戸
籍
制
度
に
反
対
し
て
い
ま
し
た
し
、
最
初
は
籍
を
入
れ
ず
に
お
こ
う

と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
27
歳
で
第
一
子
を
出
産
し
た
と
き
、
子
ど
も
を

非
嫡
出
子
と
す
る
の
は
酷
だ
な
と
思
い
ま
し
て
籍
を
入
れ
ま
し
た
。
30

歳
で
都
立
高
校
の
社
会
科
の
教
員
に
な
り
、
次
女
を
出
産
し
ま
し
た
。

33
歳
で
初
め
て
、
産
前
産
後
8
週
間
ず
つ
の
休
暇
を
も
ら
っ
て
第
三
子
を

産
み
ま
し
た
。
37
歳
の
と
き
に
教
員
を
辞
め
ま
し
た
が
、
当
時
そ
の
年
齢

で
女
性
が
再
就
職
す
る
こ
と
は
本
当
に
難
し
か
っ
た
で
す
。二
年
間
、パ
ー

ト
タ
イ
ム
の
仕
事
を
し
な
が
ら
職
探
し
を
し
て
、
39
歳
の
と
き
に
人
材
育

成
の
会
社
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
45
歳
で
横
浜
の
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
に
入
り
、
定
年
ま
で
勤
め
ま
し
た
。
女
性
が
仕
事
と
家
事
育
児
を

両
立
し
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
中
で
も
テ
ー
マ
で
し
た
の
で
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
と
っ
て
現
在
そ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

第
二
部　

そ
の
選
択
の
背
景
に
あ
る
も
の

60 

代

女
性

仕
事
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
教
員
を
や
っ
て
い
た
の
は
、
当
時
女
性
が
長

く
働
き
続
け
ら
れ
る
職
業
と
い
う
と
、
公
務
員
か
教
員
く
ら
い
し
か
思

い
つ
か
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

娘
は
3
人
と
も
0
歳
児
保
育
で
生
後
6
か
月
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
子
育
て
は
大
変
で
し
た
け
れ
ど
、仕
事
は
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
女
性
が
子
ど
も
を
産
む
こ
と
も
自
然
な
こ
と
だ
し
、
働

き
続
け
る
こ
と
も
自
然
な
こ
と
な
の
に
、
ど
う
し
て
そ
の
両
方
が
成
り

立
た
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
中
国
の
こ
と
わ
ざ
に
、〝
天

の
半
分
は
女
性
が
支
え
る
〞
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
女
性
が
社
会

で
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
仕
事
を
し
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
て
、

い
ま
も
そ
れ
は
続
け
て
い
ま
す
。

50 

代

女
性
C

私
の
時
代
は
、
短
大
を
出
て
、
一
流
商
社
に
勤
め
て
、
24
、
25
歳
に
な
る

と
職
場
結
婚
し
て
寿
退
社
す
る
と
い
う
の
が
理
想
的
な
結
婚
像
で
し
た
。

阿
部

い
か
が
で
し
た
か
？ 

第
一
部
で
は
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
的
な
人
生

の
選
択
を
フ
ラ
ッ
ト
に
見
て
い
き
ま
し
た
。
続
い
て
昼
食
を
交
え
て
の
第
二

部
で
す
。
第
一
部
で
見
て
き
た
み
な
さ
ん
の
人
生
の
選
択
に
は
、
時
代

の
影
響
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
第
一
部
で
は
年
齢
順
に
個
人
の
歴
史
を
見
て
き
ま
し
た

が
、
第
二
部
で
は
反
対
に
、
そ
の
背
景
を
時
代
順
に
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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私
は
27
歳
に
な
っ
て
も
結
婚
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
周
り
か
ら
は
早

く
結
婚
し
ろ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
男
性
も
30
歳
す
ぎ
て
結
婚
し
な
い
と

一
人
前
の
人
間
で
は
な
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
の
両
親
は
男
女

平
等
に
私
を
育
て
て
く
れ
た
の
で
、
私
も
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
就
職
し
た
ら
、
仕
事
な
ん
て
と
て
も
女
性
は
さ
せ
て
も

ら
え
な
い
。
お
茶
汲
み
や
コ
ピ
ー
取
り
な
ど
、
男
性
の
補
助
的
な
仕
事

し
か
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
本
当
に
愕
然
と
し
ま
し
た
。
寿
退
社
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
第
一
子
の
妊
娠
と
同
時
に
会
社
を
辞
め
、
専
業

主
婦
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
ご
飯
を
つ
く
っ
た
り
子
ど
も
の
世
話
を
し

た
り
の
日
々
の
繰
り
返
し
が
い
や
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
や
は
り

社
会
と
の
接
点
を
持
っ
て
、
自
分
も
仕
事
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
、
子

ど
も
を
保
育
園
に
預
け
て
仕
事
を
す
る
と
い
う
選
択
を
し
ま
し
た
。
子

育
て
も
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
非
常
勤
で
パ
ー
ト
タ
イ
ム

で
働
い
て
、
子
育
て
も
仕
事
も
両
方
で
き
ま
し
た
。

50 

代

女
性
B

私
が
結
婚
し
た
頃
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
の
少
し
前
で
、

女
性
は
腰
掛
け
的
な
働
き
方
が
当
た
り
前
。
24
歳
が
結
婚
の
ピ
ー
ク
で
、

短
大
卒
の
ほ
う
が
就
職
率
が
よ
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
4
大
卒
は

短
大
卒
よ
り
二
年
間
働
く
期
間
が
短
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。
そ
う
い

う
時
代
で
し
た
。

私
が
経
済
的
な
自
立
を
し
よ
う
と
思
っ
た
の
に
は
母
の
影
響
が
あ
り
ま

す
。
母
の
若
い
頃
は
戦
争
中
で
、
も
っ
と
上
の
学
校
に
行
き
た
か
っ
た

け
ど
行
け
な
か
っ
た
。
少
し
勤
め
て
か
ら
結
婚
し
て
専
業
主
婦
に
な
り

ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
自
分
も
社
会
に
出
た
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
私
は
三
人
姉
妹
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
母
は
私
た
ち
に
、

女
の
子
だ
か
ら
こ
そ
勉
強
し
て
仕
事
を
持
っ
て
、
経
済
的
に
や
っ
て
い

け
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
、
と
か
な
り
小
さ
い
頃
か
ら
言
っ

て
ま
し
た
。
私
た
ち
も
そ
れ
を
受
け
止
め
て
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。
当

時
は
女
性
が
長
く
続
け
ら
れ
る
仕
事
と
い
う
と
、
教
員
か
公
務
員
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

50 

代

女
性
A

私
が
就
職
し
た
の
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
一
年
前
で
す
が
、
当
時

女
の
子
は
短
大
に
行
く
こ
と
が
多
く
て
、
女
の
子
は
大
体
26
歳
か
27
歳

く
ら
い
、
男
の
子
は
30
歳
ま
で
に
は
結
婚
す
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

た
だ
、
そ
こ
ま
で
結
婚
し
ろ
と
う
る
さ
く
言
わ
れ
る
風
潮
で
も
な
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
分
は
い
ま
ま
で
子
育
て
し
て
仕
事
も
続
け
て
、

い
ろ
い
ろ
な
転
機
が
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
都
度
何
と
か
な
る
か
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
し
、
実
際
何
と
か
な
っ
て
き
た
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
結
婚
し
た
の
は
す
ご
く
早
か
っ
た
ん
で
す
が
、
結
婚
す
る
前
は
こ

の
ま
ま
だ
と
一
人
で
生
き
て
い
け
ち
ゃ
う
な
と
い
う
の
が
漠
然
と
あ
っ

て
、
そ
れ
は
ま
ず
い
、
人
と
一
緒
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
し
、
そ

う
い
う
人
間
に
な
り
た
い
な
と
思
っ
た
の
が
、
結
婚
し
た
き
っ
か
け
で

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
結
婚
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
を
産
ん
で
か
ら
は
子
育
て
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
が
楽
し
か
っ

た
で
す
。
た
だ
上
の
子
が
3
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
そ
ろ
そ
ろ
仕
事
し

た
い
な
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
子
ど
も
を
預

け
て
ア
ル
バ
イ
ト
の
よ
う
な
形
で
働
き
は
じ
め
て
、
最
初
は
満
足
の
い

く
よ
う
な
仕
事
も
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
子
育
て
も
し
た
か
っ
た
し

仕
事
も
し
た
か
っ
た
し
、
中
途
半
端
な
形
で
し
た
が
私
に
は
両
方
必
要

で
し
た
。
あ
と
欲
し
い
も
の
は
何
で
も
手
に
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う

人
生
な
の
で
、
段
々
に
子
ど
も
が
育
っ
て
い
け
ば
大
き
な
仕
事
も
で
き

る
よ
う
に
な
る
し
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
欲
し
い
も
の
は
得
ら
れ
た

な
と
い
う
感
覚
は
い
ま
も
強
く
あ
り
ま
す
。

40 

代

男
性
B

結
婚
も
子
ど
も
を
持
つ
の
も
早
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
元
奥
さ
ん
が

年
上
だ
っ
た
の
で
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
急
い
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
と
自
分
は
親
が
や
や
年
を
取
っ
て
か
ら
産
ま
れ
た
子
な
の
で
、
そ
れ

の
裏
返
し
で
若
い
両
親
み
た
い
な
の
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
も
う

ひ
と
つ
は
、
い
ま
の
若
い
人
た
ち
が
持
っ
て
い
る
よ
う
な
将
来
に
対
す

る
漠
然
と
し
た
不
安
が
な
か
っ
た
。
バ
ブ
ル
世
代
な
ん
で
す
が
、
楽
に

就
職
で
き
ま
し
た
し
、
何
と
か
な
る
さ
と
い
う
雰
囲
気
で
し
た
。

40 

代

男
性
A

私
は
40
歳
す
ぎ
て
結
婚
し
て
子
育
て
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
や
っ

ぱ
り
も
う
ち
ょ
っ
と
早
く
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
結
構
体
力
的

に
し
ん
ど
い
で
す
し
、
子
ど
も
が
成
人
す
る
頃
に
自
分
が
老
人
に
な
る

こ
と
と
か
、
親
の
介
護
が
同
時
に
き
て
し
ま
う
の
で
そ
こ
が
き
つ
い
で

す
ね
。
自
分
が
晩
婚
・
晩
子
育
て
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
ち
ょ
う

ど
バ
ブ
ル
期
の
世
代
で
、
は
じ
め
て
初
婚
年
齢
が
30
歳
を
越
え
た
世
代

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
頃
は
衛
星
放
送
と
か
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
と
か
ア

ニ
メ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
が
出
て
き
て
、
自
分
に
向
き
合
わ

ず
に
逃
避
で
き
る
環
境
が
あ
っ
た
と
い
う
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
世
間
的
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
一
昔
前
だ
っ

た
ら
、
30
歳
で
独
身
で
ふ
ら
ふ
ら
し
て
る
と
周
り
か
ら
早
く
結
婚
し
ろ

と
言
わ
れ
た
だ
ろ
う
し
、
世
話
を
焼
い
て
く
れ
る
人
も
い
た
と
思
い
ま

す
が
、
我
々
の
世
代
で
結
婚
を
し
て
い
な
い
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
し
、

そ
れ
で
よ
い
と
み
ん
な
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
も
う
ひ

と
つ
は
、
時
代
背
景
と
し
て
尖
っ
た
こ
と
が「
格
好
良
い
」
と
さ
れ
て
い

た
し
、自
分
も
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
マ
イ
ホ
ー
ム
パ
パ
じ
ゃ
な
く
て
、

時
代
の
最
先
端
を
い
く
よ
う
な
こ
と
が
よ
い
と
思
っ
て
ま
し
た
。
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30 

代

女
性
F

私
た
ち
の
時
代
は
不
況
で
大
き
な
会
社
に
就
職
し
て
出
世
す
る
と
い
う

こ
と
が
も
う
頭
打
ち
で
、
自
分
の
個
性
や
特
徴
を
活
か
す
と
い
う
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
時
代
の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
い
ま
ま
で
の
幸
せ
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
よ
り
、
自
分
に
と
っ
て

何
が
大
事
か
と
い
う
こ
と
が
生
き
る
上
で
の
選
択
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

何
と
か
そ
の
中
で
自
分
の
得
意
分
野
を
見
つ
け
て
、
将
来
に
つ
な
が
る

よ
う
な
満
足
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
な
ぜ
こ
の
歳
ま
で

独
身
で
子
ど
も
も
い
な
く
て
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
と

い
う
と
、
個
人
的
に
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
男
の
子
に
な
り
た
い
願
望
が

あ
り
、
た
と
え
ば
漫
画
の
中
に
出
て
く
る
男
の
子
と
同
じ
よ
う
に
活
躍

す
る
女
の
子
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
女
の
子
は
男
勝
り
で
、

ち
ょ
っ
と
結
婚
と
は
相
容
れ
な
く
て
、
ど
こ
か
結
婚
や
子
育
て
に
つ
い
て

「
格
好
悪
い
」
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

30 

代

女
性
E

結
婚
す
る
こ
と
も
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
も
、
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
、
ご
縁
に
も
恵
ま
れ
た
の
で
そ
う
な
り
ま
し
た
。
仕
事
を
続
け
た
か
っ

た
の
は
生
活
の
た
め
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
社
会
に
つ
な
が
っ
て

い
た
か
っ
た
と
言
い
ま
す
か
、
仕
事
も
ず
っ
と
続
け
る
も
の
だ
と
思
っ

て
ま
し
た
。

30 

代

女
性
D

私
は
あ
た
た
か
い
家
庭
を
つ
く
り
た
か
っ
た
し
、
経
済
的
に
は
ま
だ
ま

だ
不
安
で
し
た
が
、
一
緒
に
な
る
こ
と
で
安
定
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る

か
な
と
思
っ
た
の
で
結
婚
し
ま
し
た
。
子
ど
も
も
、
も
と
も
と
好
き
だ
っ

た
の
で
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
や
は
り
子
ど
も
が
い
る
と
楽
し
い
で
す
よ
ね
。
新
し
い
世
界
と

い
う
か
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

30 

代

女
性
C

産
ん
で
み
て
、
や
は
り
20
代
で
子
ど
も
を
産
む
ほ
う
が
、
体
力
的
な
こ

と
や
、
人
生
の
リ
ス
タ
ー
ト
が
早
く
な
る
と
い
っ
た
意
味
で
最
適
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
私
が
30
代
で
結
婚
・
出
産
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

自
分
の
人
生
が
仕
事
や
趣
味
で
充
実
し
て
い
て
、
そ
れ
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
の
で
、
結
婚
と
い
う
も
の
を
重
点
的
に
意
識
し
て
考
え
ず
に
い

た
か
ら
で
す
。
友
人
が
バ
ブ
ル
世
代
の
人
た
ち
で
、
そ
の
人
た
ち
の「
何

と
か
な
る
わ
よ
」
と
い
う
背
中
を
見
な
が
ら
す
ご
し
て
い
た
か
ら
、
楽
し

か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
私
の
周
り
で
、
30
代
だ
か
ら
結
婚
し

な
さ
い
よ
と
言
う
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
個
人
的
な
こ
と
を
言

え
ば
、
弟
が
ダ
ウ
ン
症
で
、
弟
と
人
生
を
と
も
に
で
き
れ
ば
私
は
満
足

だ
な
と
い
う
の
が
気
持
ち
の
中
で
あ
り
ま
し
た
。
弟
が
社
会
的
に
弱
い

立
場
で
あ
る
こ
と
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
が
あ
り
、
強

く
生
き
な
け
れ
ば
と
か
、
男
性
に
頼
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
し
、
結
婚
と
い
う
こ
と
よ
り
、
自
分
が
い
か
に
強
く
生
き
て
い
け

る
か
と
い
う
こ
と
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
自
分
か
ら
望

ん
で
そ
う
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
。

30 

代

女
性
B

結
婚
は
自
分
と
し
て
は
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
出

産
の
こ
と
を
考
え
る
と
や
は
り
も
う
少
し
早
い
ほ
う
が
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
結
婚
が
遅
く
な
っ
た
の
か
な
と
思
う
と
、

や
は
り
、
結
婚
は
自
分
自
身
が
一
人
前
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
思
い
が

強
く
あ
っ
て
、
仕
事
や
勉
強
を
思
う
存
分
し
て
か
ら
と
思
っ
て
い
た
の

で
そ
の
結
果
か
な
と
思
い
ま
す
。
社
会
的
な
背
景
を
考
え
る
と
、
私
た

ち
の
世
代
は
、
女
性
で
も
男
性
に
負
け
ず
バ
リ
バ
リ
仕
事
を
す
る
の
が

よ
し
と
さ
れ
た
世
代
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
周
り
を
見
渡
し

て
も
、
同
世
代
の
友
人
で
結
婚
し
て
い
る
人
は
す
ご
く
少
な
い
で
す
。

30 

代

女
性
A

私
が
就
職
し
た
頃
は
、
自
己
責
任
と
か
自
己
実
現
と
い
っ
た
言
葉
が
流

行
し
て
い
て
、
仕
事
を
通
し
て
何
者
か
に
な
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、結
婚
や
出
産
と
い
っ
た
こ
と
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
親
や
周
り
か
ら
結
婚
し
ろ
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、
先
延
ば
し
に
し
て
い
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ま
し
た
。
結
婚
や
子
育
て
に
つ
い
て
そ
ん
な
に
よ
い
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

30 
代

男
性

私
の
職
場
に
は
未
婚
の
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
私
は
結
婚
も
し
た

い
し
、
子
ど
も
も
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

自
分
自
身
が
も
っ
と
成
長
す
る
た
め
に
も
、
結
婚
や
子
育
て
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
独
身
の
と
き
は
、自
分
一
人
の
将
来
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
ん
で
す
が
、
結
婚
し
て
か
ら
は
妻
と
の
将
来
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
子
ど
も
と
の
将
来
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

そ
れ
が
と
て
も
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

20 

代

女
性
E

結
婚
と
出
産
と
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
な
い
の
は
、
ま
だ
社
会
に

出
た
ば
か
り
で
、
ち
ゃ
ん
と
就
職
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の

が
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
す
。
自
分
自
身
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
よ

く
わ
か
ら
な
い
し
、
自
分
の
こ
と
で
精
一
杯
な
の
で
相
手
の
こ
と
ま
で

考
え
る
余
裕
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
的
な
理
由
と
し
て
は
特
に
結

婚
に
対
し
て
よ
い
印
象
が
な
い
で
す
。
そ
れ
は
私
の
家
族
、
親
戚
が
あ

ま
り
よ
い
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
や
、
私
が
子
ど
も
の
頃
、
父
の
単

身
赴
任
が
多
か
っ
た
の
で
な
か
な
か
家
族
一
緒
に
す
ご
す
時
間
が
と
れ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
夫
婦
っ
て
い
い
な
」「
家
族
っ

て
い
い
な
」
と
感
じ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
自
分
も
結
婚
し
て
幸
せ
に
な

る
の
が
想
像
で
き
ま
せ
ん
。
い
ま
子
ど
も
が
で
き
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま

ず
私
が
不
安
な
の
は
、
虐
待
を
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
。私
と
同
じ
世
代
の
人
た
ち
や
も
っ
と
若
い
人
た
ち
が
育
児
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
で
子
ど
も
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
り
と
か
、
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
を
使
っ

て
子
ど
も
を
放
棄
し
た
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
い
た
り
し
ま
す
と
、
い

ま
の
自
分
が
不
安
定
な
の
で
、
そ
の
不
安
な
も
の
を
子
ど
も
に
ぶ
つ
け

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
す
ご
く
大
き
く
あ
り
ま
す
。

20 

代

女
性
D

時
代
か
ら
ど
ん
な
影
響
を
受
け
た
か
？  

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
い
ま
そ

の
渦
中
に
い
る
の
か
な
と
い
う
感
覚
が
あ
っ
て
、
正
直
ど
ん
な
影
響
が

あ
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
ち
ょ
っ
と
だ
け
感
じ
る
の
は
、
個
人

と
か
個
性
と
か
を
求
め
ら
れ
て
き
た
部
分
が
あ
っ
て
、
す
ご
く
自
分
の

こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

20 

代

女
性
C

私
の
場
合
、母
親
が
自
営
業
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
好
き
放
題
や
っ

て
い
て
、
が
ん
ば
れ
ば
そ
ん
な
ふ
う
に
生
き
ら
れ
る
と
い
う
モ
デ
ル
が

あ
る
の
で
、
結
婚
や
子
育
て
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
キ
ャ
リ
ア
の
心
配

は
あ
ま
り
し
て
い
な
い
で
す
。
前
は
子
ど
も
が
欲
し
い
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
親
と
将
来
の
夢
を
共
有
し
た
り

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
子
ど
も
を
持
っ

て
も
、
子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
子
ど
も
が
欲
し
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

20 

代

女
性
B

私
は
人
生
の
中
で
結
婚
も
出
産
も
し
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
父
親
と
母
親
の
関
係
を
見
て
い
て
、
父
親
は
団
塊
の
世
代
で
す
が

亭
主
関
白
で
、
母
親
が
人
生
を
搾
取
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、

そ
れ
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
育
児
に
関
し
て
は
ま
だ

私
が
未
熟
で
、
子
ど
も
と
遊
ん
で
い
る
と
き
も
、
遊
ん
で
あ
げ
て
い
る

の
で
は
な
く
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
と
い
う
感
覚
が
強
い
の
で
子
育
て
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

20 

代

女
性
A

子
ど
も
を
産
み
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
理
由
は
、
母
が
元
オ
ペ
ラ
歌

手
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
子
ど
も
を
産
ん
で
家
庭
を
築
き
た
い
か
ら
、
舞

台
に
出
る
の
を
や
め
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
母
は
す
ご
く
幸
せ
だ
と
言
っ

て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
私
に
は
そ
れ
が
そ
ん
な
に
幸
せ
に
は
見
え
な
く

て
、
表
舞
台
で
活
躍
し
て
い
る
母
の
姿
が
見
た
か
っ
た
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
母
の
影
響
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
を
育
て
て
幸

せ
な
家
庭
を
築
く
に
は
、
家
の
中
に
入
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
あ
る
意

味
社
会
に
は
つ
な
が
っ
て
い
ら
れ
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

れ
は
嫌
だ
な
と
思
っ
て
ま
し
た
。
仕
事
を
続
け
て
活
躍
す
る
か
、
子
ど

も
を
育
て
る
か
と
い
う
二
択
だ
っ
た
ら
、
私
は
仕
事
を
続
け
て
活
躍
し

た
い
、
子
ど
も
は
い
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

阿
部

以
上
、
第
二
部
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
第
一
部
で
一
見
バ
ラ
バ
ラ
に
見
え

て
い
た
個
人
の
選
択
が
、
実
は
世
代
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
代
や
社
会
的
な

背
景
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
こ
か
ら
は
、
観
客
の
み
な
さ
ん
に
も
ご
参

加
い
た
だ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
乱
暴
な
区
切
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
20
代
、
30

代
、
40
代
、
50
代
、
60
代
と
10
年
単
位
で
世
代
ご
と
に
わ
か
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
背
景
と
個
人
の
選
択
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
お
話
し
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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《
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
》

20
代
女
性
　
結
婚
・
出
産
と
い
う
選
択
に
関
し
て
、
20
代
だ
か
ら
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
て
、
家
庭
と
か
親
と
か
の
背
景
が
あ
っ
て
、
個
人
個
人
の
考

え
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
的
な
感
想
と

し
て
は
、
私
自
身
は
20
代
の
人
た
ち
は
結
婚
や
出
産
に
対
し
て
消
極
的
な

も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
み
な
さ
ん

す
ご
く
前
向
き
に
考
え
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

30
代
女
性
　
私
た
ち
30
代
グ
ル
ー
プ
は
、
結
婚
や
出
産
と
い
う
こ
と
が
、

実
際
の
経
験
も
通
し
て
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
、
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。〝
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
〞
と
い
う
共
有
し
て
い
る
時
代
感

は
あ
り
ま
す
が
、
経
済
的
な
問
題
に
対
し
て
も
、
人
に
よ
っ
て
楽
観
的
に
考

え
て
い
た
り
不
安
を
感
じ
て
い
た
り
と
捉
え
方
が
違
い
ま
す
し
、
そ
の
中
で

結
婚
・
出
産
に
踏
み
切
る
か
と
い
う
選
択
も
そ
れ
ぞ
れ
で
し
た
。

40
代
男
性
　
40
代
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
ほ
ど
〝
バ
ブ
ル
〞
と
い
う
時
代
の

恩
恵
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
人
生
の
選

択
肢
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

が
ど
れ
だ
け
子
ど
も
た
ち
を
包
み
込
む
か
と
い
う
こ
と
が
、
子
育
て
に
は
す

ご
く
大
事
だ
と
い
う
話
が
出
ま
し
て
、
み
ん
な
で
共
感
し
ま
し
た
。

阿
部
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
は
じ
め

た
頃
、
集
ま
っ
た
20
代
女
性
の
全
員
が
、
結
婚
・
出
産
に
対
し
て
否
定
的

な
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
、
私
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
理
由

を
聞
い
た
の
で
す
が
、
彼
女
た
ち
が
口
を
揃
え
て
言
う
の
が
、
結
婚
や
子
育

て
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を

通
し
て
得
る
子
育
て
に
関
す
る
情
報
も
、
児
童
虐
待
や
育
児
放
棄
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
、
自
分
も
子
ど
も
を
産
ん
だ
ら
虐
待
し
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
不
安
が
あ
る
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
観
客
席
に
い
る
20

代
の
み
な
さ
ん
は
こ
れ
を
聞
い
て
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
？

20
代
女
性
　
確
か
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
情
報
が
多
い
と
は
思
い
ま
す
。

で
も
い
ま
の
私
は
仕
事
も
し
た
い
し
結
婚
も
し
た
い
、
子
ど
も
も
欲
し
い
と
い

う
ふ
う
に
、
人
生
に
対
し
て
欲
張
り
な
気
持
ち
で
い
ま
す
。
で
も
虐
待
し
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
人
の
ほ
う
が
、
真
剣
に
子
育
て
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
な
、
と
も
思
い
ま
す
。

す
。
ど
ん
な
選
択
を
し
た
か
に
よ
っ
て
婚
期
も
大
き
く
わ
か
れ
て
い
て
、
早

い
人
は
25
、
26
歳
く
ら
い
で
結
婚
し
て
い
る
し
、
遅
い
人
は
40
代
に
な
っ
て
か

ら
結
婚
し
、
い
ま
幼
い
子
ど
も
を
育
て
て
い
ま
す
。

50
代
女
性
　
50
代
は
、
子
育
て
の
仕
上
げ
の
時
期
だ
っ
た
り
、
早
い
方
は

も
う
お
孫
さ
ん
が
い
た
り
、
子
育
て
を
終
え
た
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
考
え

た
り
す
る
世
代
で
す
。
こ
の
世
代
は
結
婚
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
の
が
当
た

り
前
。
で
も
い
ま
の
若
い
世
代
は
結
婚
を
す
る
の
も
自
由
、
子
ど
も
を
産
む

の
も
自
由
、
自
分
で
決
定
し
、
自
分
で
責
任
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

だ
か
ら
若
い
人
た
ち
は
悩
ん
で
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
若
い
世
代

の
結
婚
・
出
産
の
時
期
が
遅
い
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
ど
う
し
て
な
の
だ

ろ
う
と
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
の
状
況
、
そ
し
て
そ
の
背
景
に

あ
る
考
え
や
、
時
代
的
な
も
の
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

60
代
女
性
　
60
代
グ
ル
ー
プ
4
人
の
う
ち
3
人
は
団
塊
の
世
代
で
す
。
こ

の
世
代
は
、
時
代
的
に
は
日
本
が
高
度
経
済
成
長
に
進
ん
で
い
る
時
期
に

当
た
り
ま
す
し
、
親
世
代
に
対
し
て
自
分
た
ち
は
違
う
生
き
方
を
す
る
と
い

う
選
択
を
し
た
世
代
で
す
。
そ
の
私
た
ち
が
話
し
合
う
中
で
、
地
域
の
人

の
目
線
、
子
ど
も
と
親
と
い
う
縦
方
向
の
関
係
だ
け
で
は
な
い
斜
め
の
目
線

《
今
の
20
代
に
と
っ
て
人
生
の
選
択
肢
が
多
い
の
は
可
哀
そ
う
な
の
？
》

20
代
女
性
　
今
日
の
機
会
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
上
の
世

代
の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
人
生
を
自
由
に
選
択
で
き
る
社
会
を
つ
く
っ
て

く
だ
さ
っ
た
。
い
ま
の
私
た
ち
は
選
択
を
で
き
る
こ
と
が
当
然
だ
と
い
う
中

で
生
き
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
今
度
は
「
い
ま
の
人
は
何
で
も
選
択
し
て
決

め
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
可
哀
そ
う
だ
」
と
言
わ
れ
る
。
今
日
話
し
合
っ

て
い
る
中
で
、
私
は
そ
の
こ
と
が
一
番
ひ
っ
か
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
た
ち
は

こ
れ
か
ら
何
を
し
て
も
可
哀
そ
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

50
代
女
性
　
可
哀
そ
う
だ
と
は
全
然
思
っ
て
い
な
く
て
、「
若
い
世
代
は

選
択
肢
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
い
い
な
」「
う
ら
や
ま
し
い
な
」
と
い
う
気
持
ち

で
い
ま
す
。
た
だ
私
た
ち
の
時
代
は
選
択
す
る
に
し
て
も
二
者
択
一
で
、
ど

ち
ら
を
と
る
か
で
よ
か
っ
た
の
が
、
い
ま
は
10
個
や
20
個
の
選
択
肢
の
中
か

ら
自
分
の
生
き
ざ
ま
を
考
え
て
見
据
え
て
選
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
し
ま
う
き
つ
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
、
と
は

思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
中
で
若
い
世
代
が
ど
ん
な
選
択
を
し
て
も
見
守

る
よ
、
と
も
に
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
ね
、
と
い
う
気
持
ち
で
い
ま
す
。
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50
代
女
性
　
私
も
可
哀
そ
う
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
30
年
前
よ
り
も

人
生
の
選
択
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
す
。
そ
の
中
で
迷
う
こ
と

が
可
哀
そ
う
と
い
う
意
見
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
も
し
選
択
に

迷
っ
て
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
20
代
が
い
る
の
だ
と

し
た
ら
、
人
生
に
幅
広
い
選
択
肢
が
あ
る
時
代
に
、
自
分
で
し
っ
か
り
選
択

が
で
き
る
よ
う
な
教
育
を
し
て
こ
な
か
っ
た
我
々
上
の
世
代
に
も
責
任
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
変
化
す
る
世
の
中
の
渦
中
に
い

る
若
い
世
代
の
声
に
、
上
の
世
代
が
耳
を
傾
け
な
い
と
い
け
な
い
と
も
思
い

ま
す
。
自
分
の
子
育
て
を
考
え
て
み
て
も
、
自
分
の
子
ど
も
で
あ
り
な
が

ら
や
は
り
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
で
て
き
ま
す
。
い
ま
ま
で
は
そ
れ
を
、
世

代
が
違
う
の
だ
か
ら
と
あ
き
ら
め
る
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
あ
き
ら
め
ず
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
き
っ
か
け
を

得
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
世
代
間
の
交
流
と
い
う
の
は
言
葉
で
言
う
の
は

簡
単
だ
け
れ
ど
、
現
実
に
は
そ
う
い
う
場
を
持
つ
の
は
難
し
い
の
で
、
こ
う

い
う
場
は
貴
重
だ
と
思
い
ま
す
。

40
代
男
性
　
こ
の
よ
う
な
、
地
域
の
寄
り
合
い
の
よ
う
な
場
で
は
、
若
い

世
代
は
経
験
豊
富
な
上
の
世
代
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
経
済
的
な
活
動
を
優
先
さ
せ
て
き
た
の
で
、
世
代
を
越
え
た
交

流
の
場
と
い
う
の
は
本
当
に
少
な
い
。
い
ま
、
ま
た
こ
う
い
う
別
の
形
で
そ

の
場
を
つ
く
り
な
お
す
こ
と
で
、
若
い
世
代
が
上
の
世
代
へ
の
疑
問
の
声
を

上
げ
な
が
ら
成
長
す
る
、
こ
れ
は
健
全
な
状
態
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

阿
部
　
20
代
の
方
が
結
婚
・
出
産
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
い
と
い

う
場
合
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
、
我
々
上
の
世
代
は
そ
の
状
況
に
対
し
て

何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
家
庭
っ
て
よ
い
も
の
だ
よ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
。
た
と
え
ば
こ
の
場
所
は
そ
れ
を
伝
え
ら
れ
る
場
所
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
こ
こ
に
今
日
集
ま
っ
て
い
る
女
性
の
ほ
と
ん
ど
は
仕
事
も
し

て
、
子
ど
も
も
産
ん
で
い
る
方
で
す
。
先
ほ
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
も
自
然
な
こ
と
、
仕
事
を
す
る
こ
と
も
自
然
な

こ
と
な
の
に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
両
立
が
難
し
い
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
声

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
す
ご
く
大
き
な
問
題
で
、
し
か
も
女
性
に
限
っ
た

こ
と
で
す
。
男
性
で
仕
事
か
家
庭
か
で
悩
む
と
い
う
発
言
を
し
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
女
性
だ
け
が
そ
れ
を
背
負
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
。
ど

う
し
て
男
性
に
は
そ
の
質
問
が
な
い
の
か
。
私
は
そ
れ
が
と
て
も
疑
問
な
ん

で
す
。
そ
し
て
こ
う
い
う
話
を
し
て
い
る
と
大
概
の
男
性
は
逃
げ
て
い
き
ま
す

（
笑
）。
ど
う
や
っ
た
ら
男
性
に
逃
げ
て
い
か
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
話
を
進
め
て

い
け
る
の
か
。
男
性
の
方
、
な
に
か
よ
い
ア
イ
デ
ア
は
な
い
で
す
か
？

《
男
性
の
子
育
て
参
加
に
つ
い
て
》

40
代
男
性
　
私
は
一
般
企
業
に
勤
め
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
が
、
い
ま

お
話
に
も
あ
が
っ
て
い
た
と
お
り
、
職
場
の
先
輩
方
は
子
育
て
の
こ
と
は
奥

さ
ん
任
せ
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
し
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
で
悩
む
話
は

一
切
出
て
き
ま
せ
ん
。
子
育
て
は
自
分
の
問
題
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
男
性

自
身
が
自
覚
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
し
、
自
覚
し
た
人
が
周
囲
に
そ

れ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

30
代
女
性
　
私
は
主
人
の
転
勤
を
き
っ
か
け
に
仕
事
を
辞
め
、
大
阪
か
ら

こ
ち
ら
に
来
ま
し
た
け
れ
ど
、
極
端
に
言
え
ば
主
人
を
取
る
か
仕
事
を
取
る

か
と
い
う
選
択
な
の
で
、
や
は
り
す
ご
く
悩
み
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
子
育
て

に
関
わ
れ
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
は
私
が
週
末
、
意
識
的
に
家

を
空
け
て
、
お
父
さ
ん
と
子
ど
も
が
二
人
き
り
に
な
る
時
間
を
つ
く
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
あ
家
の
中
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
た
り
し
ま
す
が
（
笑
）。

30
代
男
性
　
子
育
て
を
す
る
と
き
に
、
男
性
は
い
ま
ま
で
自
分
が
や
っ
て

き
た
生
活
が
全
く
変
わ
ら
ず
に
で
き
る
な
ん
て
思
わ
な
け
れ
ば
よ
い
し
、
女

性
は
女
性
で
、
子
育
て
を
し
た
ら
自
分
の
い
ま
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
す
べ

て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

相
手
を
大
事
に
し
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、家
族
が
増
え
て
も
、き
っ

と
ベ
ス
ト
な
方
法
が
見
つ
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

阿
部
　
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
「
子
育
て
を

め
ぐ
る
人
生
」
に
つ
い
て
大
人
の
話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
「
子

ど
も
」
と
い
う
存
在
に
立
ち
返
っ
て
、
こ
こ
に
あ
る
『
は
じ
め
て
の
妊
娠
・

出
産 

安
心
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
』
と
い
う
本
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
参
加
者
全

員
で
お
こ
な
っ
て
、
こ
の
会
を
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
本
は
、

受
精
の
瞬
間
か
ら
出
産
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
体
の
変
化
を
、

一
日
ご
と
に
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
映
像
は
、

「
エ
コ
ー
写
真
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
今
日
こ
こ
に
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、

お
母
さ
ん
の
お
な
か
の
中
に
い
た
と
き
の
写
真
で
す
。
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「
2
週
。　

妊
娠
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
最
初
に
思
っ
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

今
日
、
あ
な
た
の
卵
子
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
精
子
が
結
合
し
て
、
ひ
と
つ
の
細
胞
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
接
合
体
と
呼
ば
れ
る
、
ま
だ

ほ
と
ん
ど
肉
眼
で
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
細
胞
は
、
こ
れ
か
ら
の
数
カ
月
間
で
、
あ
な
た
の
娘
か
息
子
へ
と
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
は
じ
ま
り
の
過
程
を
「
受
精
」
と
呼
び
ま
す
」

「
お
母
さ
ん
の
変
化
。
振
り
返
っ
て
み
て
、
あ
な
た
は
こ
の
日
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？　

人
に
よ
っ
て
は
排
卵
し
た
時
を
実
際
に
感
じ
る
人
も
い
ま
す
し
、
そ
う
で
な
い
人
も
い
ま
す
。
腟
内
に
放
出
さ
れ
た
精
子
は
、
約

12
時
間
か
け
て
卵
子
に
達
し
ま
す
。
億
を
超
え
る
数
の
精
子
が
卵
子
に
向
か
っ
て
泳
い
で
い
く
に
も
関
わ
ら
ず
、
た
っ
た
ひ
と
つ

の
精
子
の
み
が
卵
子
の
表
皮
を
突
き
破
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
受
精
の
過
程
に
は
た
く
さ
ん
の
細
胞
が
関
わ
り
、
た
く
さ
ん

の
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
あ
な
た
が
こ
の
動
き
を
感
じ
取
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
で
し
ょ
う
。
体
内
で
日
々
営
ま
れ
て
い
る

赤
血
球
の
生
産
や
細
胞
の
動
き
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
」

「
3
週
。　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

つ
い
に
あ
な
た
の
体
は
正
式
に
赤
ち
ゃ
ん
と
対
面
し
ま
し
た
。
あ
な
た
と
赤
ち
ゃ
ん
は

し
っ
か
り
と
つ
な
が
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
始
め
ま
し
た
。
ま
だ
実
感
は
わ
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
妊
娠

し
て
す
で
に
一
週
間
が
経
過
し
た
の
で
す
」

「
4
週
。　

赤
ち
ゃ
ん
の
変
化
。
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
か
ら
お
尻
ま
で
の
長
さ
は
１
～
1.5
㎜
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
ペ
ン

先
に
乗
る
く
ら
い
の
大
き
さ
で
す
。
頭
の
部
分
に
な
る
、
シ
ワ
の
よ
う
な
壁
が
は
っ
き
り
と
し
て
き
ま
す
。
細
胞
の
中
央
部
が
急

速
に
成
長
す
る
た
め
、
い
ま
の
胎
芽
は
脊
椎
の
原
形
を
中
心
に
内
側
に
折
れ
曲
が
っ
て
い
ま
す
。
中
枢
神
経
系
も
作
ら
れ
始
め
ま

す
」

「
お
母
さ
ん
の
変
化
。
乳
房
に
変
化
が
起
こ
っ
て
く
る
人
が
い
ま
す
。
妊
娠
初
期
に
は
、
お
っ
ぱ
い
が
ほ
て
っ
た
り
、
チ
リ
チ
リ
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

「
9
週
。　

赤
ち
ゃ
ん
の
変
化
。
赤
ち
ゃ
ん
は
い
ま
、
約
22
～
24
㎜
。
10
円
玉
く
ら
い
の
大
き
さ
で
す
。
鼻
は
ず
ん
ぐ
り
と
し
て
い

て
、
目
に
は
大
量
の
色
素
が
沈
着
。
舌
の
表
面
に
は
味
覚
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
器
官
が
作
ら
れ
て
き
ま
す
。
指
が
一
本
ず
つ
離
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
足
先
は
扇
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
指
は
ま
だ
水
か
き
状
の
ま
ま
で
す
。
手
の
ひ
ら
も
足
と
同
様
の

状
態
で
す
。
今
日
か
明
日
に
は
、
耳
の
外
側
が
完
成
す
る
で
し
ょ
う
」

「
お
母
さ
ん
の
変
化
。
妊
娠
が
進
む
に
つ
れ
て
、
マ
マ
の
体
に
は
色
素
沈
着
な
ど
の
変
化
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。
シ
ミ
が
新
た
に
で

き
た
り
濃
く
な
っ
た
り
、
乳
輪
の
色
が
濃
く
な
っ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
こ
う
し
た
変
化
は
一
時

的
な
も
の
。
出
産
後
に
は
元
に
戻
り
ま
す
。
子
宮
は
ニ
ワ
ト
リ
の
卵
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
」

「
13
週
。　

赤
ち
ゃ
ん
の
変
化
。
手
が
さ
ら
に
発
達
し
、
よ
く
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
親
指
を
ほ
か
の
指
と
分
け
て
使
う
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
。
こ
れ
か
ら
の
3
日
間
で
、
女
の
子
の
体
の
表
面
に
出
て
い
る
生
殖
器
は
、
男
の
子
の
も
の
と
は
っ
き
り
見
分
け
が

つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
週
、
男
の
子
は
亀
頭
が
成
長
し
ま
す
。
こ
の
成
長
が
止
ま
る
と
、
亀
頭
を
覆
う
包
皮
が
形
成
さ
れ
ま
す
」

「
お
母
さ
ん
の
変
化
。
つ
わ
り
が
お
さ
ま
り
、
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
に
も
慣
れ
て
く
る
と
、
食
欲
が
わ
い
て
気
分
も
よ
く
な
り
、
妊

娠
生
活
が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
健
康
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
く
取
れ
た
食
事
を
心
が
け
、
無
理
を
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注

意
す
れ
ば
、
快
適
な
妊
娠
生
活
が
送
れ
る
で
し
ょ
う
」

「
15
週
。　

赤
ち
ゃ
ん
の
変
化
。
赤
ち
ゃ
ん
は
い
ま
、
身
長
は
お
よ
そ
1
2
0
㎜
、
体
重
は
1
0
0
ｇ
く
ら
い
に
ま
で
成
長
し
て

い
ま
す
。
こ
の
二
週
間
で
二
倍
に
も
な
っ
た
計
算
で
す
」

「
お
母
さ
ん
の
変
化
。
子
宮
の
向
き
が
変
わ
り
、
膀
胱
へ
の
圧
力
が
減
る
た
め
、
頻
繁
に
ト
イ
レ
に
行
く
必
要
が
な
く
な
り
そ
う
で

す
。
こ
の
時
期
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
妊
娠
後
期
に
入
る
と
、
ト
イ
レ
に
行
く
回
数
が
再
び
増
え
て
き
ま
す
。
便
秘
に
も
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
」

「
20
週
。　

赤
ち
ゃ
ん
の
変
化
。
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
脳
や
筋
肉
の
命
令
に
合
わ
せ
て
体
勢
を
変
え
た
り
、
ト
ン
ボ
返
り
を
し
た

り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
動
き
が
で
き
る
の
は
、
羊
水
に
浮
か
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
羊
水
は
、
胎
児
の
成
長
や
発
達
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
羊
水
の
お
か
げ
で
、
胎
児
は
温
か
く
て
清
潔
な
環
境
に
身
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
羊

水
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
化
や
排
泄
の
練
習
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
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「
お
母
さ
ん
の
変
化
。
今
日
か
ら
妊
娠
6
カ
月
。
体
調
や
気
分
が
安
定
し
、
妊
娠
を
楽
し
む
余
裕
が
出
て
く
る
頃
で
す
。
妊
娠
期
間

に
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
き
っ
と
そ
の
後
の
育
児
に
も
い
い
影
響
を
も
た
ら
す
は
ず
。
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」

「
24
週
。　

赤
ち
ゃ
ん
の
変
化
。
子
宮
の
外
で
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
反
射
神
経
を
き
た
え
る
練
習
が
行
わ
れ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん

の
唇
や
口
は
と
て
も
繊
細
で
、
口
の
近
く
に
手
が
く
る
と
、
指
を
く
わ
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ビ
ッ
ク
リ
し
た
時
に
起

こ
る
反
射
作
用
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
ま
で
に
は
、
大
き
な
物
音
を
立
て
た
時
に
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
が
飛
び
跳
ね
る
感
じ
を
、

多
く
の
マ
マ
が
経
験
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

「
お
母
さ
ん
の
変
化
。
き
ち
ん
と
し
た
食
事
を
し
て
い
て
も
、
と
き
に
は
消
化
不
良
や
胸
や
け
、
膨
満
感
、
腸
に
ガ
ス
が
た
ま
る
感

覚
に
悩
ま
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
、
妊
娠
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン
の
増
加
で
筋
肉
が
ゆ
る
む
た
め
に
起
こ
る
も
の
で
す
。

な
る
べ
く
消
化
の
よ
い
も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」

「
28
週
。　

赤
ち
ゃ
ん
の
変
化
。
こ
の
時
期
の
赤
ち
ゃ
ん
の
目
は
、
光
や
暗
さ
に
対
し
、
と
て
も
敏
感
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

ま
だ
物
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
力
を
獲
得
し
て
い

き
ま
す
」

「
お
母
さ
ん
の
変
化
。
妊
娠
当
初
、
マ
マ
の
子
宮
は
約
55
ｇ
で
し
た
。
そ
れ
が
、
妊
娠
が
終
わ
る
頃
に
は
9
8
5
ｇ
近
く
に
ま
で

成
長
し
ま
す
」

「
31
週
。　

赤
ち
ゃ
ん
の
変
化
。
五
感
は
す
で
に
発
達
し
て
い
ま
す
が
、
感
覚
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
機
能
を
実
際
に
試
す
機
会
が
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
子
宮
内
で
の
赤
ち
ゃ
ん
は
肺
呼
吸
を
し
て
い
な
い
の
で
（
つ
ま
り
、
鼻
か
ら
息
を
吸
い
込
ま
な
い
の
で
）、
嗅

覚
は
あ
ま
り
発
達
し
ま
せ
ん
」

「
お
母
さ
ん
の
変
化
。
出
産
予
定
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
マ
マ
の
体
は
出
産
に
向
け
て
の
準
備
を
始
め
ま
す
。
な
か
で
も
、
子
宮
の

筋
肉
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
収
縮
と
弛
緩
を
繰
り
返
す
の
で
、
お
腹
の
張
り
を
頻
繁
に
感
じ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
」

「
38
週
。　

赤
ち
ゃ
ん
の
変
化
。
こ
の
時
期
の
子
宮
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
手
足
を
動
か
す
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
動
か

す
時
は
ぎ
こ
ち
な
い
動
き
に
な
り
ま
す
。
パ
ン
パ
ン
に
張
っ
た
お
腹
を
見
た
り
さ
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
胎
児
の
手
足
の
位
置

を
推
測
す
る
の
は
意
外
と
簡
単
。
で
も
、
頭
と
お
尻
を
区
別
す
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
」

「
お
母
さ
ん
の
変
化
。
こ
の
頃
ま
で
に
は
、
主
治
医
か
ら
、
本
物
の
陣
痛
と
、
そ
う
で
な
い
お
腹
の
張
り
や
痛
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
物
の
陣
痛
で
は
な
い
お
腹
の
痛
み
の
場
合
、
そ
れ
は
下
腹
部
に
起
こ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、

子
宮
の
収
縮
に
伴
う
本
物
の
陣
痛
の
痛
み
は
、
腰
の
あ
た
り
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
下
腹
部
に
広
が
り
ま
す
。
子
宮
内
の
圧
力

が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
、
そ
れ
は
約
30
～
50
秒
間
続
き
ま
す
」

「
40
週
。　

赤
ち
ゃ
ん
の
変
化
。
今
日
は
あ
な
た
の
赤
ち
ゃ
ん
の
出
産
予
定
日
で
す
。
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
ま
れ
る
前
に
な
さ

れ
る
べ
き
発
育
は
す
べ
て
完
了
し
た
の
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
に
よ
っ
て
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
平
均
的
な
大
き
さ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、

3
0
0
0
ｇ
を
超
え
、
身
長
は
50
㎝
前
後
に
ま
で
成
長
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
出
生
時
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
平
均
的
に
男
の
子
の

ほ
う
が
、
女
の
子
よ
り
も
少
し
だ
け
身
長
も
体
重
も
大
き
い
よ
う
で
す
」

「
お
母
さ
ん
の
変
化
。
特
別
な
日
を
迎
え
、
き
っ
と
ソ
ワ
ソ
ワ
落
ち
着
か
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
体
が
重
く

て
何
を
す
る
の
も
大
変
だ
し
、
寝
つ
き
も
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
よ
う
や
く
眠
れ
そ
う
だ
と
思
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
が

動
き
出
し
た
り
、
お
腹
が
張
っ
た
り
し
て
、
結
局
眠
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
休
め
る
時
に
休
み
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
は
、
決
ま
っ
た
生
活
習
慣
を
こ
な
し
て
い
く
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
」

陣
痛
が
規
則
的
に
な
っ
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

そ
の
と
き
、
あ
な
た
は
ど
こ
で
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
？

陣
痛
は
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
ら
え
ま
し
た
か
？

子
宮
口
が
全
開
大
に
な
っ
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
瞬
間
に
は
だ
れ
が
立
ち
会
い
ま
し
た
か
？

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
瞬
間
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
？

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
し
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

へ
そ
の
緒
は
だ
れ
が
切
り
ま
し
た
か
？

出
産
直
後
に
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
き
ま
し
た
か
？　

ど
ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
か
？　
　
　
　
　
　
　
構
成
・
テ
キ
ス
ト　

阿
部
初
美

『はじめての妊娠・出産　安心マタニティブック
―お腹の赤ちゃんの成長が毎日わかる !』
A.Christine Harris　竹内正人監修／永岡書店
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参
加
者
の
声

　

職
業
柄
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
一
個
人
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
参
加
し
た
い
と
思
っ
た
の

は
、
成
人
し
た
二
人
の
子
ど
も
を
持
つ
私
が
50
歳
に
な
り
子
育
て
を
振
り
返
り
つ
つ
自
分
自
身
に
向
き
合
い
た
い
と
感
じ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
生
み
出
す
も
の
を
体
感
と
し
て
得
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

阿
部
初
美
さ
ん
と
の
対
話
で
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
子
育
て
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
つ
つ
、
そ
の
裏
に
あ
る
社
会
の
変
化
や
あ
る
種
の
病
巣
、

そ
し
て
私
個
人
の
深
層
心
理
を
暴
か
れ
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
恐
ろ
し
い
体
験
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
多
様
な
世
代
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加

者
と
の
討
論
で
は
、
価
値
観
の
相
違
や
、
息
苦
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
る
若
い
世
代
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
既

成
の
価
値
観
を
自
身
の
価
値
観
と
同
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
を
持
つ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
自
身
を
含
め
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者

が
自
分
の
心
理
と
改
め
て
向
き
合
い
変
化
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
最
後
の
発
表
会
で
参
加
者
が
緊
張
感
を
持
っ
て
朗
読
し
一
体
感
を
得
ら
れ
た

こ
と
、
そ
し
て
観
客
の
方
々
と
も
議
論
が
で
き
る
形
式
だ
っ
た
こ
と
に
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
今
後
の
可
能
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
も
の
の
提
供
で
は
な
く
、
参
加
者
と
創
作
し
て
い
く
演
出
家
・
阿
部
初
美
さ
ん
の
作
品
で
あ
っ
た

こ
と
は
明
確
で
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
で
個
人
に
帰
す
る
も
の
が
多
く
あ
る
の
は
当
然
で
す
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
自
体
が

社
会
を
変
革
す
る
小
さ
な
動
き
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
こ
の
記
録
集
が
そ
の
よ
う
な
動
き
に
繋
が
る
こ
と
を
一参
加
者
と
し
て
望
ん
で
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
持
つ
力

蓮
池
奈
緒
子

　

大
学
3
年
生
の
私
に
は
出
産
・
子
育
て
な
ん
て
ま
だ
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
人

こ
そ
参
加
す
る
と
よ
い
と
知
人
に
勧
め
ら
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
の
頃
、
参
加
者
が
連
れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
を
じ
っ
と
見
て
観
察
し
、
赤
ち
ゃ
ん

の
気
持
ち
を
考
え
た
り
、
そ
れ
を
言
葉
に
し
て
言
っ
て
み
た
り
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
正
直
そ
の
と
き
は
お
も
し
ろ
い
と
思
わ
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
何
度
か
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
い
る
時
間
を
す
ご
す
う
ち
に
、
ふ
と
電
車
の
中
で
お
母
さ
ん
に
抱
か
れ
て
い
る
赤

ち
ゃ
ん
に
目
が
と
ま
り
、
そ
の
た
び
彼
ら
に
反
応
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
な
っ
て
は
じ
め
て
、
い
ま
ま
で
私
が
気
が
つ
か
な
か
っ
た
だ
け
で
、

結
構
な
頻
度
で
赤
ち
ゃ
ん
を
見
か
け
て
い
る
の
だ
と
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
改
め
て
い
ま
ま
で
自
分
が
赤
ち
ゃ
ん
や
幼
児
、
そ
の
お
母
さ
ん
に
無
関
心

で
視
界
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
無
関
心
さ
の
原
因
は
、
現
在
の
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
中
に
彼
ら
と
の
接
点
が
な
い
こ
と
に
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
そ
う
い
っ
た
普
段
の
生
活
の
中
で
接
点
が
な
い
人
た
ち
の
話
を
た
く
さ
ん
聞
け
ま
し

た
。
最
初
は
、
産
後
の
体
の
状
態
や
子
育
て
の
楽
し
さ
、
悩
み
な
ど
を
大
学
生
の
自
分
が
聞
い
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
が
ま
だ
知

ら
な
い
世
界
の
話
で
そ
の
場
が
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、
い
つ
か
私
も
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
つ
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
の
ぞ

く
よ
う
な
感
覚
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
当
初
、
仕
事
を
続
け
て
社
会
で
活
躍
し
た
い
か
ら
子
ど
も
は
欲
し
く
な
い
と
思
い
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
に
対
し
て
漠
然
と
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
み
な
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
仕
事
か
子
育
て
か
二
択
で
考
え
る
必
要
は
な
い
と
感
じ
た
し
、
何
よ
り
、
子
育
て
し
て
い
る
、

ま
た
は
し
て
い
た
人
た
ち
と
一
緒
に
い
て
話
す
時
間
を
持
て
た
こ
と
で
、「
子
ど
も
を
持
つ
っ
て
い
い
な
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
中
で
大

き
な
変
化
だ
っ
た
の
で
、
そ
う
思
え
た
こ
と
が
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。

「
子
ど
も
を
持
つ
っ
て
い
い
な
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

池
上
綾
乃
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世
代
間
の
差
の
大
き
さ
を
実
感

石
川
佳
代

　

私
が
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
魅
か
れ
た
理
由
は
3
つ
、
① 

ア
ー
ト
か
ら
子
育
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
考
え
る
発
想
が
新
鮮
だ
っ
た
こ
と
、
② 

フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、
子
育
て
中
の
女
性
の
た
め
の
連
続
講
座
「
コ
コ
ロ
に
き
く
サ
プ
リ
」を
や
っ
て
い
る
の
で
、
地
元
の
豊
島

で
も
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
、
③ 

孫
の
世
話
を
し
て
い
る
現
役
「
イ
ク
バ
ア
」
と
し
て
、
何
か
吸
収
で
き
る
も
の
が
あ
る
の
で

は
と
考
え
た
こ
と
で
す
。

　

参
加
し
て
得
た
一
番
大
き
い
こ
と
は
、 

阿
部
初
美
さ
ん
の「
子
ど
も
を
産
ん
で
み
た
ら
、
も
の
す
ご
く
世
界
が
た
く
さ
ん
見
え
て
き
た
、
絶
対
作
品
の
質

が
変
わ
る
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
出
産
・
子
育
て
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
仕
事
で
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
う
け
れ
ど
、「
ツ
ト
メ
人
」
の
場
合
、

い
ま
ま
で
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
た
女
性
の
7
割
近
く
が
、
退
職
し
て
し
ま
う
現
実
で
す
。
待
機
児
童
の
問
題
は
少
し
ず
つ
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
上
は
、
長
時
間
労
働
を
当
た
り
前
と
し
、「
生
産
性
」
や「
効
率
」
を
最
優
先
す
る
考
え
方
に
対
し
て
、
子
育
て
で
仕
事
の
質
が
変
わ
り
、
豊
か
な
発

想
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
、
も
っ
と
う
ま
く
表
現
し
て
伝
え
、
周
囲
の
共
感
を
得
て
い
か
な
い
と
、
な
か
な
か
子
持
ち
の
女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う
な
社

会
に
変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
表
現
し
て
い
く
か
が
今
後
の
私
の
課
題
で
す
。

　

さ
ら
に
、
い
ま
ま
で
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
、
世
代
間
の
差
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
20
代
か
ら
60
代
ま
で
、
様
々
な
年

齢
層
の
女
性
、
男
性
と
、
ゆ
っ
た
り
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
何
の
構
え
も
な
く
ゆ
る
ゆ
る
話
せ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
せ
わ
し
い
日
々
の
中
、
こ
ん
な
時
間

と
空
間
が
持
て
た
の
は
貴
重
で
し
た
。

　

こ
う
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は「
あ
り
だ
」
と
思
い
ま
す
の
で
、
阿
部
さ
ん
の「
女
性
の
演
出
家
で
子
持
ち
で
活
躍
し
て
い
る
現
役
は
い
な
い
」
と
い
う

言
葉
の
重
み
を
か
み
し
め
、
そ
れ
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
る
阿
部
さ
ん
の
活
躍
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
発
表
の
日
に
は
3
人
の
娘
も
参
加
し
、
場
を
共

有
で
き
た
こ
と
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
日
頃
娘
た
ち
と
面
と
向
か
っ
て
子
育
て
、
孫
育
て
に
つ
い
て
話
す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。
最
後
に
こ
の

企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ど
う
ぞ
お
元
気
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
演
劇
の
旗
手
で
あ
る（
と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
）阿
部
初
美
さ
ん
が
、
子
育
て
を
テ
ー
マ
に
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
最
初
は
仕
事
現

場
と
し
て
見
学
す
る
予
定
だ
っ
た
の
が
、
結
局
は
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

結
論
か
ら
言
う
と
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
考
え
が
お
よ
び
、
正
直
未
だ
整
理
が
つ
い
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
僕
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
、「
子

ど
も
を
つ
く
る
と
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
な
い
か
ら
あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
」
と
い
う
若
い
女
性
の
意
見
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
阿
部
さ
ん
は
、「
日

本
は
男
女
平
等
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、子
ど
も
を
育
て
て
み
て
全
然
違
う
と
わ
か
っ
た
」
と
言
っ
た
。「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
」
っ
て
な
ん
だ
、「
男
女
平
等
」
っ

て
な
ん
だ
、
そ
ん
な
疑
問
が
よ
ぎ
る
。「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
」
に
よ
る「
自
己
実
現
」
は
男
性
的
社
会
の
幻
想
の
ひ
と
つ
じ
ゃ
な
い
か
。「
男
女
平
等
」
と
い

う
レ
イ
ヤ
ー
と
並
列
で
、
違
い
を
認
め
合
い
補
い
合
う
多
様
性
社
会
の
レ
イ
ヤ
ー
が
存
在
す
る
は
ず
だ
。
で
も
そ
れ
っ
て
、
昔
の
日
本
社
会
そ
の
も
の
じ
ゃ

な
い
か
。
と
、
こ
ん
な
ふ
う
に
頭
が
整
理
で
き
て
い
な
い
の
だ
。

　

6
年
前
に
離
婚
を
経
験
し
、
二
人
の
子
ど
も
の
親
権
を
手
放
し
た
。
そ
の
後
、
新
劇
場
の
立
ち
上
げ
と
い
う
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
没
頭
し
た
。
そ

ん
な
自
分
は「
自
己
実
現
」
的
な
生
き
方
を
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
そ
れ
で
幸
せ
か
と
問
わ
れ
る
と
、
首
を
縦
に
は
振
り
づ
ら
い
。
マ
ズ
ロ
ー

の
唱
え
る「
社
会
的
な
自
己
実
現
」
を
達
成
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
幸
せ
を
導
く
と
は
限
ら
な
い
。
子
育
て
は
未
来
創
り
だ
。
そ
も
そ
も
子
育
て

が
社
会
か
ら
隔
絶
す
る
行
為
に
な
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
。

　

光
明
は
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な
世
代
を
ま
た
い
だ
意
見
交
換
や
交
流
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
の
ち
い
さ
な
ア
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
引
き
続
き
市
井
の
疑
問
に
丁
寧
に
向
き
合
っ
て
い
く
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
つ
つ
、
僕
の
頭
の
整
理
は
つ
け
な
い
ま
ま
阿
部
さ
ん

の
新
作
を
待
ち
た
い
。

自
己
実
現
的
な
社
会
へ
の
疑
問

森 

隆
一
郎
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40
代
女
性

　

2
0
1
0
年
春
、
わ
た
し
は
一
人
の
男
の
子
を
産
ん
だ
。
40
歳
に
な
る
数
か
月
前
だ
っ
た
。

　

演
劇
人
が
子
ど
も
を
産
む
割
合
は
、
そ
の
他
の
職
業
の
人
々
と
比
べ
て
か
な
り
低
い
と
思
わ
れ
る
。
理
由
は
も
ち
ろ
ん
経
済
的
な
問
題
、
そ
れ
か
ら
就

労
時
間
が
不
規
則
で
長
い
の
で
、
と
く
に
女
性
の
場
合
、
キ
ャ
リ
ア
の
中
断
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
復
帰
が
難
し
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
。

　

こ
ん
な「
子
育
て
」
と
は
無
縁
の
演
劇
界
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
、
わ
た
し
は
20
年
近
く
を
独
身
で
す
ご
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
間
、
結
婚
や
出
産

と
い
う
選
択
肢
を
除
外
し
た
り
諦
め
た
り
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
結
婚
も
し
た
か
っ
た
し
、
子
ど
も
も
い
ず
れ
は
持
つ
こ
と
に
な
る
の
か
な

あ
な
ど
と
ぼ
ん
や
り
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
20
代
を
修
行
時
代
と
し
て
忙
し
く
す
ご
し
、
30
代
に
入
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
演
出
家
と
し
て
の
本
格
的
な

活
動
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
ま
で
気
が
ま
わ
ら
ず
、
30
代
後
半
に
な
る
ま
で
な
か
な
か
ご
縁
に
恵
ま
れ
ず
に
き
て
し
ま
っ

た
の
だ
っ
た
。

　

38
歳
に
な
っ
て
、
や
っ
と
ご
縁
に
恵
ま
れ
た
、
と
思
っ
た
ら
、
ほ
ぼ
同
時
に
子
宝
に
も
恵
ま
れ
た
の
で
と
て
も
驚
い
た
。
結
婚
後
も「
子
ど
も
も
い
ず

れ
は
」
な
ど
と
、
い
ま
ふ
り
か
え
れ
ば
悠
長
す
ぎ
る
ほ
ど
悠
長
に
か
ま
え
て
い
た
の
で
、
自
分
が
子
ど
も
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に
は
全
く
リ
ア
リ
テ
ィ
が

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
妊
娠
が
わ
か
る
と
す
ぐ
、
体
に
異
変
が
起
こ
り
は
じ
め
た
。
当
た
り
前
に
で
き
て
い
た
仕
事
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
く
な
り
、

周
囲
か
ら
激
し
い
非
難
を
あ
び
た
が
、
仕
事
は
す
で
に
年
度
末
い
っ
ぱ
い
ま
で
詰
め
込
ん
で
い
た
。
苦
し
い
体
に
む
ち
打
ち
な
が
ら
出
産
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

仕
事
を
続
け
、
40
歳
に
な
る
数
か
月
前
、
や
っ
と
の
こ
と
で
出
産
を
終
え
た
。

　

つ
か
の
間
の
よ
ろ
こ
び
に
満
ち
た
静
寂
。「
聖
夜
」
は
ど
ん
な
子
ど
も
の
生
誕
に
も
訪
れ
る
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
生
活
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
ね
？
」「
生
ま
れ
た
ら
ず
っ
ー
と
い
る
ん
で
し
ょ
？ 
こ
う
い
う
と
き
も
」
妊
娠
中
、
夫
と
よ
く
話
し
て

い
た
が
、
二
人
と
も
さ
っ
ぱ
り
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
か
っ
た
。

　

で
も
ひ
と
つ
だ
け
予
感
し
て
い
た
こ
と
。
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
仕
事
で
外
に
出
か
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
子
ど
も

の
頃
か
ら
家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
自
分
に
と
っ
て
、
か
な
り
の
苦
痛
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
だ
っ
た
。
仕
事
は
復
帰
の
メ
ド

も
な
い
。
自
分
の
人
生
が
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
抗
い
が
た
い
大
き
な
力
に
よ
っ
て
、
全
く
予
測
不
可
能
な
と
こ
ろ
に
引
き
ず
り
出
さ
れ

て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感
覚
だ
っ
た
。

　

産
後
、
最
初
の
一
か
月
は
夫
と
離
れ
実
家
に
里
帰
り
し
て
す
ご
し
た
が
、
体
調
は
な
か
な
か
戻
ら
ず
、
授
乳
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
、
精
神
的
に
も
不
安
定

に
な
り
が
ち
で
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
自
分
の
両
親
と
ぶ
つ
か
っ
て
い
た
。
最
低
限
の
こ
と
は
産
院
で
習
っ
た
け
れ
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
は
わ
か
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
、
静
か
に
眠
る
こ
と
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
く
泣
き
続
け
る
赤
ち
ゃ
ん
を
、
口
喧
嘩
し
な
が
ら
た
ら
い
回
し
に
抱
っ
こ
す
る
日
々
だ
っ
た
。

　

両
親
と
の
ぶ
つ
か
り
合
い
に
辟
易
し
て
自
宅
に
戻
っ
た
後
も
、
赤
ち
ゃ
ん
は
い
っ
こ
う
に
泣
き
止
ま
な
い
。
近
所
に
は
知
り
合
い
も
な
く
、
相
談
で
き
る

友
人
も
な
い
。
夫
の
仕
事
は
多
忙
を
き
わ
め
、
振
替
休
日
な
し
で
土
日
も
出
勤
の
日
々
が
続
く
。
泣
き
や
ま
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
密
室
に
二
人
き
り
、
ひ
た
す
ら

授
乳
や
オ
ム
ツ
替
え
な
ど
の
単
純
労
働
に
追
わ
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
を
離
れ
ら
れ
ず
、
家
事
す
ら
ま
ま
な
ら
ず
、
睡
眠
不
足
の
ま
ま
、
息
つ
く
暇
の
な
い

緊
張
は
続
き
、
月
日
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。
赤
ち
ゃ
ん
は
か
わ
い
い
で
し
ょ
う
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
か
わ
い
い
と
思
う
余
裕
な
ど
全
く
な
か
っ
た
。

　

こ
ん
な
生
活
か
ら
、
わ
た
し
は「
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」
や「
虐
待
」
が
起
こ
る
背
景
を
、
身
を
も
っ
て
知
っ
た
。
そ
れ
は
全
く
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、

悪
い
状
況
が
重
な
れ
ば
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
え
る
こ
と
だ
と
思
っ
た
。
こ
ん
な
ふ
う
に
母
子
の
密
室
で
の
孤
立
を「
母
子
カ
プ
セ
ル
」
と
言
う
そ
う
だ
が
、

わ
た
し
た
ち
は
ま
さ
に
そ
の
状
態
だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
仕
事
へ
の
復
帰
の
メ
ド
が
た
た
な
い
こ
と
に
も
追
い
打
ち
を
か
け
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
ま
ま
わ
た
し
は「
演
出
家
」
で
は
な
く
な
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
か
。
同
世
代
の
男
性
演
出
家
た
ち
は
子
ど
も
を
持
っ
て
も
な
ん
の
支
障
も
な
く
仕

事
の
キ
ャ
リ
ア
を
続
け
て
い
る
。
ど
う
し
て
わ
た
し
だ
け
が
女
性
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
仕
事
を
奪
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
本
当
に
理
解
に
苦

し
ん
だ
。

　

た
だ
し
、
も
し
仮
に
仕
事
を
続
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
体
は
相
当
き
つ
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

外
の
世
界
で
は
、
こ
ん
な
子
育
て
の
苦
し
い
状
況
と
は
無
関
係
に
、
演
劇
は
あ
い
か
わ
ら
ず
上
演
さ
れ
続
け
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
こ
の
苦
し
み
を

『
子
育
て
を
め
ぐ
る
タ
テ
の
対
話
』
が
で
き
る
ま
で

阿
部
初
美
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救
っ
て
く
れ
る
も
の
で
は
全
く
な
か
っ
た
。
そ
し
て
自
分
も
子
ど
も
を
持
つ
前
は
、
な
ん
の
疑
い
も
な
く
、
そ
ん
な
演
劇
を
つ
く
り
続
け
て
い
た
一
人
だ
っ

た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
て
産
後
ほ
ぼ
一
年
の
間
は
、
希
望
も
見
え
ず
、
矛
盾
し
た
怒
り
や
悲
し
み
を
抱
え
、
時
々
泣
き
わ
め
き
爆
発
し
な
が
ら
、
待
っ
た
な
し
の
子
ど

も
の
世
話
に
追
わ
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
事
態
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
。
子
ど
も
が
一
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
慢
性
的
な
睡
眠
不
足
と
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
で
免
疫
力
が
低
下
し
、
子
ど
も

と
一
緒
に
よ
く
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
授
乳
中
は
服
用
で
き
る
薬
も
少
な
く
、
わ
け
も
わ
か
ら
ず
動
き
回
り
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
泣

き
さ
け
ぶ
子
ど
も
を
連
れ
て
病
院
に
行
く
こ
と
も
難
し
か
っ
た
。
子
ど
も
の
世
話
の
た
め
に
休
ん
だ
り
眠
っ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
病
状
は
悪
く

な
る
一
方
で
、
と
う
と
う
子
ど
も
と
一
緒
に
再
び
実
家
で
面
倒
を
み
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
や
っ
て
き
た
。
こ
の
と
き
は
、
こ
ん
な
年
に

な
っ
て
面
倒
を
み
て
も
ら
え
る
実
家
が
あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
み
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
。
し
か
し
高
齢
出
産
の
リ
ス
ク
は
、
こ
ん
な
状
況
も
い
つ
逆
転
す

る
か
わ
か
ら
ず
、子
育
て
と
介
護
を
同
時
に
迎
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
そ
ん
な
認
識
す
ら
わ
た
し
に
は
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
実
家
で
の
一
か
月
に
お
よ
ぶ
療
養
生
活
を
終
え
、
再
び
自
宅
に
戻
っ
て
し
ば
ら
く
し
た
あ
る
日
の
こ
と
、
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
の

学
芸
員
の
Ｋ
さ
ん
か
ら
、「
お
願
い
し
た
い
仕
事
が
あ
る
」
と
ひ
ょ
っ
こ
り
連
絡
が
入
っ
た
。
自
宅
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
訪
ね
て
く
れ
た
学
芸
の
お
二
人
の
、「
ど

う
な
の
最
近
？
」
と
言
う
言
葉
と
同
時
に
、
わ
た
し
は
堰
を
切
っ
て
話
し
続
け
た
。
大
人
と
こ
ん
な
に
話
を
す
る
の
は
何
か
月
ぶ
り
だ
っ
た
だ
ろ
う
。「
で

も
仕
事
は
い
つ
で
も
で
き
る
じ
ゃ
な
い
？  

そ
れ
に
く
ら
べ
て
子
ど
も
は
持
て
る
時
期
が
限
ら
れ
て
る
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
幸
せ
じ
ゃ
な
い
」
学
芸
の

Ｅ
さ
ん
の
言
葉
は
、
産
後
初
め
て
の
救
い
の
言
葉
だ
っ
た
。
ま
た
同
じ
頃
、
北
九
州
芸
術
劇
場
の
学
芸
の
Ｍ
さ
ん
か
ら
も
、「
出
産
育
児
を
表
現
に
活
か
す
」

を
テ
ー
マ
に
勉
強
会
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
入
っ
て
き
た
。

　

子
育
て
し
な
が
ら
ち
ゃ
ん
と
仕
事
も
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
二
つ
の
お
誘
い
に
は
本
当
に
救
わ
れ
る
思
い
だ
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
一
つ
の
諦
観
の
よ
う
な
も
の
が
自
分
の
体
に
落
ち
て
き
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
は
悲
観
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
肯
定
的
な

も
の
だ
っ
た
。
日
本
社
会
は
、
し
ょ
せ
ん
子
ど
も
を
持
つ
女
性
は
男
性
と
同
じ
土
俵
で
は
渡
り
合
え
な
い
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
な
ら
ば
そ
こ
で
た
た
か

う
必
要
は
な
い
、
自
ら
そ
こ
を「
降
り
」
て
、
自
分
の
仕
事
や
居
場
所
を
新
た
に
探
し
た
り
つ
く
っ
た
り
す
れ
ば
い
い
。
演
出
家
の
仕
事
は
劇
場
で
作
品
を

上
演
す
る
だ
け
で
は
な
い
し
、
こ
れ
か
ら
は
何
を
し
て
も
い
い
と
い
う
自
由
を
手
に
い
れ
た
と
思
え
ば
い
い
、
と
。

　

そ
し
て
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
以
前
の
仕
事
仲
間
の
佐
藤
慎
也
さ
ん
か
ら
、
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
で
の
仕
事
の
お
誘
い
を
受
け
た
の
も

こ
の
頃
だ
っ
た
と
思
う
。
ま
だ
少
し
残
っ
て
い
た「
作
品
を
つ
く
ら
な
く
て
も
演
出
家
で
い
ら
れ
る
の
か
な
あ
？
」
と
い
う
わ
た
し
の
た
め
ら
い
に
、
佐
藤

さ
ん
は「
僕
は
建
築
家
だ
け
ど
、
建
築
は
つ
く
っ
て
な
い
よ
」
と
、
励
ま
し
の
言
葉
を
返
し
て
く
れ
た
。
彼
も
二
児
の
父
親
で
あ
る
。

　

気
が
つ
く
と
時
間
が
経
っ
て
い
た
。
子
ど
も
も
間
も
な
く
二
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
言
え
ば
わ
か
る
こ
と
や
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
も
増
え
、
子

育
て
は
そ
れ
ま
で
と
比
べ
る
と
少
し
ず
つ
楽
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
苦
し
い
こ
と
も
多
か
っ
た
け
れ
ど
、
子
ど
も
と
す
ご
し
た
時
間
か
ら
は
ず
い
ぶ
ん
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
う
。
子
ど
も
と
い
う
存
在
を
通
し
て
、
社
会
の
見
え
方
も
だ
い
ぶ
変
わ
っ
た
。
そ
れ
は
わ
た
し
に
と
っ
て
、

片
目
で
し
か
見
え
な
か
っ
た
世
界
が
両
目
で
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
く
ら
い
の
大
き
な
経
験
だ
っ
た
。

　

以
上
、
と
り
あ
え
ず
こ
こ
ま
で
が
お
恥
ず
か
し
い
か
ぎ
り
で
は
あ
る
が
、「
子
育
て
を
め
ぐ
る
人
生
」
の
一
つ
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
の
、
わ
た
し
の
個
人

的
な
人
生
で
あ
る
。

「
子
育
て
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
か
ら
の
出
発

　

世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
か
ら
は
、「
子
育
て
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
て
み
な
い
か
、
と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
。

ひ
さ
し
ぶ
り
に
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
流
れ
る
の
を
感
じ
た
。
演
劇
を「
子
育
て
」
の
役
に
立
て
ら
れ
る
日
が
や
っ
と
来
る
。

　

ど
ん
な
時
間
と
空
間
が
つ
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
ず
せ
な
い
条
件
は
、
子
ど
も
を
排
除
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
参
加
者
を
母
子
に
限
定
し
な
い
こ

と
だ
。
子
育
て
中
の
母
子
の
孤
立
は
、
子
ど
も
を
連
れ
て
出
か
け
ら
れ
る
場
所
が
と
て
も
少
な
い
こ
と
も
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
自
治
体
が
よ

く
企
画
す
る
母
子
を
対
象
に
し
た
交
流
会
や
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
情
報
交
換
の
相
手
を
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
マ
マ
友
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
と
焦
っ

た
り
、
無
理
な
マ
マ
友
づ
き
あ
い
で
か
え
っ
て
負
担
が
増
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
断
、
男
性
の
育
児
参
加
の
不
足
、
母
子
の
孤
立
、
世
代
間
の
衝
突
、
マ
マ
友
問
題
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
、
子
育
て
周
辺
に
は

本
当
に
た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
る
。
そ
ん
な
状
況
を
少
し
で
も
よ
り
よ
く
変
え
て
い
く
た
め
に
は
、
母
子
だ
け
を
集
め
て
も
難
し
い
。
現
在
子
育
て
ま
っ

た
だ
中
の
人
も
、
あ
る
程
度
終
わ
っ
た
人
も
、
こ
れ
か
ら
の
人
も
、
子
育
て
と
は
無
縁
の
人
も
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
が
、
子
ど
も
が
う
ろ
ち
ょ
ろ
す

3738



る
中
、
一緒
に「
子
育
て
」
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
ゆ
る
ゆ
る
と
し
た
時
間
と
空
間
。
そ
ん
な
場
が
つ
く
れ
た
ら
い
い
と
思
っ
た
。

　

と
い
う
こ
と
で
、「
子
連
れ
参
加
Ｏ
Ｋ
」、
対
象
は「
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
」
と
な
っ
た
。
一
般
向
け
や
学
校
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
経
験
か
ら
、
演
劇
を
通
し
て
な
ら
世
代
を
越
え
た
無
理
の
な
い
関
係
が
つ
く
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
た
。
と
く
に
最
後
に
発
表
会
を

も
っ
て
き
た
場
合
、
そ
の
効
果
は
倍
増
す
る
。
し
か
し
子
連
れ
参
加
の
場
合
、
免
疫
の
な
い
子
ど
も
は
病
気
に
か
か
り
や
す
く
、
予
想
外
の
ト
ラ
ブ
ル
も

起
こ
り
や
す
い
の
で
、
毎
回
の
参
加
は
た
ぶ
ん
難
し
い
。
な
の
で
、
会
期
途
中
か
ら
や
一
回
だ
け
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
と
い
う
こ
と
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
は

じ
ま
っ
た
。

　

や
っ
て
き
た
の
は
、
乳
幼
児
を
連
れ
た
母
親
や
イ
ク
メ
ン
、
未
婚
や
既
婚
の
20
代
| 

40
代
、
子
育
て
支
援
活
動
を
す
る
60
代
な
ど
の
人
々
だ
っ
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
参
加
者
の
関
心
事
か
ら
、「
20
代
が
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
の
経
済
的
困
難
」「
マ
マ
友
づ
き
あ
い
が
苦
手
」「
女
性
が
育
児
し
な
が
ら
仕
事
を

す
る
こ
と
の
難
し
さ
」「（
親
で
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
）大
人
と
し
て
ど
う
子
ど
も
と
接
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
テ
ー
マ
を
取
り
あ
げ
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
人
形
劇
を
し
な
が
ら
全
員
で
考
え
た
。
問
題
の
原
因
は
な
に
か
、
現
状
に
プ
ラ
ス
の
側
面
は
あ
る
の
か
、
よ
り
よ
く
す
る
に
は
ど
ん

な
方
法
が
あ
る
の
か
、
な
ど
な
ど
。
こ
の
方
法
は
世
田
谷
の
参
加
者
に
よ
く
合
っ
て
い
た
。

　

毎
回
参
加
者
が
入
れ
替
わ
る
こ
の
方
法
で
は
、
最
後
に
発
表
会
を
行
う
こ
と
は
難
し
く
、
そ
れ
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
回
を
お
う
ご
と
に
参

加
者
は
芋
づ
る
式
に
増
え
、
最
後
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
継
続
を
望
む
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、
や
は
り
世
代
や
立
場
を
こ
え
て「
子
育
て
」
を
共
有
で
き

る
場
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
実
感
し
た
。

「
と
し
ま
で
子
育
て
」

　

さ
て
、
こ
こ
で
や
っ
と
、
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
「
と
し
ま
で
子
育
て
」
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
と
し
ま
」
で
は
世
田
谷
で
で
き
な
か
っ
た
発
表
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
実
験
的
に
参
加
者
を
固
定
し
て
み
た
。
す
る
と
、
子
育
て
真
っ
只
中

の
人
々
が
毎
回
確
実
に
参
加
す
る
の
は
や
は
り
難
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
子
連
れ
の
参
加
者
は
ぐ
っ
と
減
り
、
そ
の
か
わ
り
20
代
、
30
代
、
40
代
、
50
代
、

60
代
と
、「
タ
テ
」
に
広
い
年
齢
層
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
テ
ー
マ
は「
子
育
て
」
を
め
ぐ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
に
ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
初
日
に
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
働
く
60
代
の
石
川
佳
代
さ
ん
か
ら
、「
若
い
人
が
自
分
の
人
生
を
考
え
る
上
で
の

情
報
が
足
り
て
い
な
い
、
ア
メ
リ
カ
で
は
家
庭
科
の
教
科
書
に
、
学
生
た
ち
が
自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
た
め
の
サ
ン
プ
ル
が
書
か
れ
た
も
の
が

あ
り
、
自
分
は
そ
れ
を
翻
訳
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
い
う
話
が
出
た
。
だ
っ
た
ら
そ
れ
を
こ
こ
で
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
全
員
が

「
子
育
て
を
め
ぐ
る
自
分
の
人
生
の
選
択
と
結
果
」
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
差
し
出
し
て
、
若
い
世
代
や
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
く
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

本
当
に
、
現
代
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
は
人
生
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
ま
ず
結
婚
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
自
分
の
両
親
以

外
の
サ
ン
プ
ル
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
若
い
う
ち
に
子
ど
も
を
持
つ
と
そ
の
後
の
人
生
は
ど
う
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
逆
に
高

齢
で
子
ど
も
を
持
つ
と
ど
う
な
る
の
か
、
ぼ
ん
や
り
と
想
像
は
で
き
て
も
具
体
的
に
は
ほ
と
ん
ど
な
に
も
知
ら
な
い
。

　
「
と
し
ま
」
で
は
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
試
し
な
が
ら
、
発
表
会
に
向
け
て「
子
育
て
」
に
つ
い
て
の
表
現
を
探
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
一
ヶ
月
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
の
状
況
を
考
慮
し
た
上
で
、
実
現
可
能
な
表
現
の
形
と
し
て
た
ど
り
つ
い
た
の
は
、
証
言
映
像
の
上
映
会
だ
っ
た
。
20
代
か
ら
60
代

ま
で
の
参
加
者
に
先
述
の「
子
育
て
を
め
ぐ
る
自
分
の
人
生
」
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
撮
影
、編
集
し
、上
映
会
と
オ
ー
プ
ン
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
セ
ッ
ト
に
し
て
発
表
会
と
す
る
こ
と
に
決
め
、
プ
レ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
開
始
し
た
。

　

す
る
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
20
代
の「
結
婚
や
出
産
、
子
育
て
」
に
つ
い
て
の
考
え
に
対
し
て
、
40
代
か
ら
疑
問
や
批
判
的
な
意
見
が
あ
が
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
そ
の
よ
う
な
世
代
間
の
考
え
方
の
違
い
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
す
ご
し
て
き
た
時
代

背
景
の
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
は
こ
れ
だ
け
育
っ
て
き
た
時
代
の
背
景
や
常
識
が
違
え
ば
、
親
子
で
す
ら
理
解
し
合
え
な
い
の
は
当
然
だ
と
思
え
る

ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
。

　

例
え
ば「
子
育
て
」
で
よ
く
あ
る
話
だ
が
、
祖
父
母
世
代
は
、「
生
活
が
こ
ん
な
に
便
利
に
な
っ
て
、
自
分
た
ち
の
時
代
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
恵
ま
れ
て
い
る

の
に
、
な
ぜ
親（
祖
父
母
世
代
の
子
ど
も
）世
代
が
そ
ん
な
に
子
育
て
を
大
変
が
る
の
か
理
解
で
き
な
い
」
と
言
う
。
い
ま
現
在
の
祖
父
母
世
代
を
だ
い
た

い
50
代
以
上
と
す
る
と
、
こ
の
人
々
が
結
婚
や
出
産
を
経
験
し
た
時
代
に
は
、「
女
性
は
結
婚
し
た
ら
家
に
入
っ
て
子
ど
も
を
産
ん
で
家
事
育
児
を
す
る
」

こ
と
や
、「
子
育
て
が
大
変
」
な
の
は「
当
た
り
前
」
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
親
世
代
の
方
を
現
在
の
40
代
以
下
と
す
る
と
、
こ
の
世
代
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
後
、
男
女
平
等
教
育
を
受
け
、
女
性
も
男
性
と
同
じ
よ
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う
に
働
く
こ
と
を「
当
た
り
前
」
と
し
て
す
ご
し
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
結
婚
し
て
子
ど
も
を
産
ん
だ
と
た
ん
、
い
き
な
り
男
女
不
平
等
の
世
界
に
引
き
ず

り
込
ま
れ
、
軽
い
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
の
だ
。「
子
育
て
」
が
ど
ん
な
も
の
か
、「
子
ど
も
」
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
予
備
知
識
も
覚
悟
も
な
し
に
子
ど

も
を
持
て
ば
、
そ
れ
も
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
生
活
が
便
利
に
な
り
、
日
常
を
忍
耐
な
し
に
す
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
な
お
さ
ら
、
思

う
よ
う
に
な
ら
な
い
子
ど
も
と
い
う
存
在
を
前
に
右
往
左
往
し
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
参
加
者
の
話
を
聞
く
う
ち
に
、
わ
た

し
も
自
分
自
身
の
経
験
に
だ
ん
だ
ん
整
理
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
背
景
や
常
識
の
違
い
を
意
識
せ
ず
に
、
異
な
る
世
代
が
対
話
す
る
の
は
不
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

発
表
会
の
目
的
が
も
う
一
つ
増
え
た
。
そ
れ
は
、人
生
の
サ
ン
プ
ル
集
を
若
い
世
代
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
れ
を
使
っ

て
都
市
部
が
失
っ
て
き
た
タ
テ
の
つ
な
が
り
や
対
話
の
場
を
再
び
創
造
す
る
こ
と
。

　

そ
れ
に
は
世
代
間
の
考
え
の
違
い
と
そ
の
時
代
背
景
の
違
い
を
あ
き
ら
か
に
し
て
み
せ
る
こ
と
、
そ
こ
に
対
話
や
相
互
理
解
を
生
む
鍵
が
あ
る
と
考
え
、

そ
れ
を
ポ
イ
ン
ト
に
わ
た
し
た
ち
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
撮
影
を
開
始
し
た
。

　

都
市
部
で
は
と
く
に
若
い
世
代
ほ
ど
、
成
長
の
過
程
で
親
と
学
校
の
先
生
以
外
の
大
人
と
接
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
同
士
が「
親
戚
よ
り
ち
ょ
っ
と
遠
い
く
ら
い
の
感
覚
で
み
な
さ
ん
と
こ
ん
な
話
が
で
き
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
」
と
言
い
合
っ

て
い
た
が
、
い
ま
、
こ
ん
な
ふ
う
に
家
庭
で
も
職
場
で
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
利
害
関
係
の
な
い
場
所
で
、
一
人
の
社
会
人
と
し
て
、
生
活
者
と
し
て
、
と
も

に
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
語
り
合
え
る
よ
う
な
場
は
た
ぶ
ん
あ
ま
り
存
在
し
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
う
い
う
場
こ
そ
、
い
ま
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
本

当
に
必
要
な
場
な
の
だ
ろ
う
。

　

発
表
会
の
タ
イ
ト
ル
は「
ラ
ン
チ
de
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

結
婚
・
子
育
て
、
ど
う
考
え
て
ま
す
か
？
」
に
決
ま
っ
た
。

　

当
日
、
会
場
に
は
参
加
者
の
家
族
、
知
人
友
人
な
ど
、
総
勢
60
名
を
越
え
る
人
々
が
集
い
、
地
域
の
寄
り
合
い
の
よ
う
な
、
な
ん
だ
か
不
思
議
な
時
間

と
空
間
が
そ
こ
に
で
き
た
。
参
加
者
も
観
客
も
ス
タ
ッ
フ
も
一
緒
に
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
結
婚
や
子
育
て
を
め
ぐ
る
人
生
に
つ
い
て
話
を
し
た
。
そ

こ
で
上
映
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
内
容
は
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
わ
た
し
個
人
の
人
生
も
、「
と
し
ま
で
子
育
て
」
と
い
う
企
画
が
生
ま
れ
た
い
き
さ
つ
の
紹
介
も
兼
ね
、
そ
の
サ
ン
プ
ル
の
一
つ
と
し
て
こ

の
文
章
の
冒
頭
に
並
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

発
表
会
は
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
部
分
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
様
子
を
み
て
わ
た
し
は
、
社
会
の
中
に
も
っ
と
も
っ
と
こ
う
い
う
場
が
で
き
た
ら
よ

い
の
に
と
心
か
ら
思
っ
た
。
そ
う
し
た
ら「
子
育
て
」
も「
人
生
」
も
も
っ
と
も
っ
と
実
り
の
多
い
豊
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

わ
た
し
自
身
も
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、
一
人
の
親
と
し
て
、
こ
こ
で「
子
育
て
を
め
ぐ
る
人
生
」
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
か
ら
は
じ
ま
っ
た「
子
育
て
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
「
と
し

ま
で
子
育
て　

子
育
て
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
引
き
継
が
れ
、
そ
の
後
、
北
九
州
芸
術
劇
場
「
産
み
育
て
を
み
ん
な
で
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、

水
戸
芸
術
館
「
産
み
育
て
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
つ
な
が
り
、
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
と
し
ま
で
子
育
て
」
は
、
わ
た
し
自
身
が
現
在
子
育
て
真
っ
只
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
使
え
る
時
間
や
で
き
る
こ
と
が
限

ら
れ
る
中
、
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
実
現
し
た
企
画
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
豊

島
区
の
子
育
て
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
っ
た
豊
島
区
文
化
デ
ザ
イ
ン
課
の
八
巻
課
長
を
は
じ
め
、豊
島
区
と
東
京
文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
室
の
皆
さ
ん
、N
P
O
法
人
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・
ジ
ャ
パ
ン
の
皆
さ
ん
、ご
自
分
の
人
生
を
惜
し
げ
も
な
く
サ
ン
プ
ル
と
し
て
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
映
像
上
映
と
オ
ー
プ
ン
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
作
成
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

こ
の
企
画
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿
部
初
美（
演
出
家
）

故
太
田
省
吾
に
師
事
後
、
2
0
0
0
年
よ
り
演
出
家
と
し
て
活
動
。
S
・
ベ
ケ
ッ
ト
後
期
作
品
を

多
数
演
出
後
、
06
年
よ
り
、
に
し
す
が
も
創
造
舎
レ
ジ
デ
ン
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
的
な
作
品『
4 . 

48
サ
イ
コ
シ
ス
』『
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
サ
バ
イ
バ
ー
〜
ワ
ー
ニ
ャ
の
子
ど

も
た
ち
〜
』『
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ア
』
を
東
京
国
際
芸
術
祭
な
ど
で
発
表
。
東

京
藝
術
大
学
、
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
い
わ
き
ア
リ
オ
ス
な
ど
で
も
講
師
を
務
め
る
。
10
年

に
出
産
。
現
在
は
育
児
を
し
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
に
活
動
中
。　
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「
と
し
ま
で
子
育
て　

子
育
て
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
最
近
の
公
共
劇
場
・
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
教
育
普
及
活
動
の一環
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
形
式
的
に
は
違
い
が
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
以
下
、
W
S
）
は
、「
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
」

と
い
う
文
化
事
業
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　

阿
部
初
美
は
こ
れ
ま
で
に
、
自
殺
や
孤
独
死
を
テ
ー
マ
と
し
た『
4. 

48
サ
イ
コ
シ
ス
』（
2
0
0
6
）
や
経
済
を
テ
ー
マ
と
し
た『
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン

タ
ス
マ
ゴ
リ
ア
』（
2
0
0
8
）
と
い
っ
た
、
社
会
的
課
題
を
扱
う「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
演
劇
」
を
手
掛
け
て
き
た
。
中
で
も
、
原
子
力
発
電
所
を
テ
ー
マ
と

し
た『
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
サ
バ
イ
バ
ー
〜
ワ
ー
ニ
ャ
の
子
ど
も
た
ち
〜
』（
2
0
0
7
）
は
、
上
演
当
時
に
は
滑
稽
に
思
え
た
原
発
で
の
作
業
シ
ー
ン
が
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
を
経
た
い
ま
と
な
っ
て
は
、
取
材
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
正
真
正
銘
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
痛
感
で
き
る
作
品
で
あ
る
。

阿
部
の
作
品
の
特
徴
は
、
た
と
え
原
発
と
い
う
課
題
で
あ
っ
て
も
、
単
純
に
賛
成
や
反
対
と
い
う
立
場
を
採
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
両
者
を
平
等
に
描
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
課
題
そ
の
も
の
を
考
え
る
こ
と
を
観
客
に
う
な
が
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば『
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
サ
バ
イ
バ
ー
』
で
チ
ェ
ー
ホ
フ

の『
ワ
ー
ニ
ャ
叔
父
さ
ん
』
が
選
ば
れ
た
よ
う
に
、
さ
ら
な
る
問
題
へ
の
異
な
る
視
点
を
導
入
す
る
た
め
に
、
既
存
の
テ
キ
ス
ト
が
重
要
な
要
素
と
し
て
持
ち

込
ま
れ
る
。

　

今
回
の
W
S
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た
社
会
的
課
題
は「
子
育
て
」
で
あ
る
。
阿
部
も
2
0
1
0
年
に
出
産
、
自
身
も
ま
さ
に
子
育
て
中
で
あ
り
、
同
時
に
い

わ
ゆ
る
演
劇
作
品
の
現
場
か
ら
は
少
し
離
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、私
自
身
が
阿
部
の
作
品
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

阿
部
と
の
個
人
的
な
会
話
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
今
回
の
W
S
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
阿
部
の
作
品
は
、
観
客
に
対
し
て
、
あ
る
社
会

的
課
題
を
複
数
の
視
点
か
ら
多
角
的
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
客
席
に
座
っ
て
い
る
受
動
的
な
観
客
よ
り
も
、

演
劇
W
S
へ
の
能
動
的
な
参
加
者
の
方
が
、
よ
り
直
接
的
に
そ
の
こ
と
を
受
け
止
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
最
後
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
伴
っ
た
発
表
会
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
よ
り
確
実
に
多
角
的
な
視
点
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
の
W
S
で
も「
子
育
て
」
を
め
ぐ
っ
て
、
様
々
に
異
な
る
年
齢
、
性
別
の
意
見
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
ど
ち
ら
が
正
し
く
、
ど
ち
ら
が
正
し
く

な
い
と
単
純
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、そ
の
違
い
が
起
点
と
な
っ
て
対
話
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、発
表
会
の
エ
ピ
ロ
ー

グ
で
は
、『
は
じ
め
て
の
妊
娠
・
出
産　

安
心
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
』（
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ハ
リ
ス
、
竹
内
正
人
訳
）
と
い
う
育
児
書
か
ら
、
胎
児
の
成
長
を
描
く
テ

キ
ス
ト
の
参
加
者
に
よ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
さ
に
、
こ
れ
ま
で
の
阿
部
が
手
掛
け
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
演
劇
と
同
じ
要
素
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。

　
一方
で
、
参
加
者
の
能
動
的
な
W
S
に
お
け
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
や
は
り
阿
部
の（
あ
え
て
こ
の
言
葉
を
使
う
が
）演
出
に
よ
る
結
果
で
あ
ろ
う
。
W
S
の
構
成
、

進
行
を
含
め
、
阿
部
の
演
出
な
し
で
は
、
こ
の
よ
う
な
対
話
を
生
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
そ
の
演
劇
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
に
意
図
を

届
け
る
と
い
う
意
味
で
は
、
い
わ
ゆ
る
演
劇
作
品
も
演
劇
W
S
も
違
い
は
な
い
。
む
し
ろ
、
身
体
的
に
も
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
W
S
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら

の
新
し
い
作
品
の
か
た
ち
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
回
の
W
S
を
企
画
し
た「
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
」
は
、
そ
ん
な
劇
場
や
美
術
館
の
外
に
出
る
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
、
市
民
に
よ
る
主
体
的
な
文

化
活
動
が
は
じ
ま
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
次
な
る
活
動
を
お
こ
な
う
市
民
を
育
て
る
と
い
う
意
味
で
は
、
受
動
的
に
客
席
に
座
る
観
客
よ
り
も
、
能
動
的

に
W
S
に
関
わ
る
参
加
者
こ
そ
が
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
阿
部
の
W
S
に
よ
る
世
代
を
超
え
た
対
話
の
場
の
創
出
は
、
こ
の

構
想
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
阿
部
の
W
S
は
、
単
な
る
演
劇
W
S
を
超
え
た
、
新
し
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
演
劇
と
し
て
つ
く
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
の
阿
部
作
品
の
延
長
に
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、構
想
の
意
図
を
考
え
れ
ば
、声
高
に「
作
品
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
必
要
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
文
化
事
業
を
考
え
る「
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
」
で
は
、
こ
ん
な
新
し
い
か
た
ち
の
ア
ー
ト
作
品
の
登
場
を
必
要
と
し
て
い
る
。

佐
藤
慎
也

と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
建
築
家
、
日
本
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
准
教
授
。
建
築
に
留
ま
ら
ず
、
美
術
、
演
劇
作
品
制
作
に
も
参
加
。『
4.
48
サ
イ
コ
シ
ス
』美
術（
阿
部
初
美

演
出
、2
0
0
6
）、『
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
サ
バ
イ
バ
ー
〜
ワ
ー
ニ
ャ
の
子
ど
も
た
ち
〜
』宣
伝
美
術（
阿
部
初
美
構
成
・
演
出
、2
0
0
7
）、「
＋
１
人
／
日
」（
2
0
0
8
、
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）、「3331  

A
rts C

hiyoda

」
改
修
設
計（
2
0
1
0
）、『
完
全
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル 

東
京
版
』地
図
製
作
監
修（
高
山
明
構
成
・
演
出
、2
0
1
0
）、『
墨
田
区
／
豊
島
区
／
三
宅
島
在
住
ア
ト
レ
ウ
ス
家
』
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク（
長

島
確
構
成
・
演
出
、2
0
1
0
〜
12
）
な
ど
。

佐
藤
慎
也

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
名
の
演
劇
作
品

4344



■
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想

豊
島
区
民
を
は
じ
め
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
N
P
O
、学
生
な
ど
多
様
な
人
々

が
、区
内
各
地
域
の
様
々
な
場
所
で
、自
主
的
・
自
発
的
に
ま
ち
な
か
に
あ

る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ア
ー
ト
活
動
の
展
開
を
可
能
に
す
る﹁
環
境
シ

ス
テ
ム
の
構
築
﹂
と﹁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
促
進
﹂
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

人
と
人
の
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
に
は
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
豊
島
区
を

そ
ん
な
街
に
し
て
ゆ
く
た
め
に﹁
ア
ー
ト
﹂
を
用
い
た
試
み
で
す
。
雑
司
が

谷
の
元
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
、と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン﹁
Z
﹂
を
拠
点
に
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

本
事
業
は
豊
島
区
文
化
政
策
推
進
プ
ラ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
﹁
新
た
な
創
造
の
場
づ
く
り
﹂の
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
東
京
の
様
々
な
人
・

ま
ち
・
活
動
を
ア
ー
ト
で
結
ぶ
こ
と
で
、東
京
の
多
様
な
魅
力
を
地
域
・
市

民
の
参
画
に
よ
り
創
造
・
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
す
東
京
文
化
発
信
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
﹁
東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
﹂の
一
環
と
し
て
、
N
P
O
法

人
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の
連
携
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン﹁
Z
﹂

雑
司
が
谷
に
あ
る
千
登
世
橋
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
元
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス

を
、と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
集
う
場
で
あ
り
、区
民
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
情
報
交
換
・
交
流
の

拠
点
で
す
。
今
後
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
機
能
を
持
ち
、ア
ー
ト
活
動

を
は
じ
め
た
い
人
の
相
談
窓
口
な
ど
、よ
り
多
く
の
区
民
を
巻
き
込
む
こ

と
の
で
き
る
開
か
れ
た
場
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

基本データ

「としまで子育て　子育てを考えるワークショップ」
アーティスト：阿部初美（演出家）

アンケート

■ワークショップの参加者
●毎回参加して、日々の生活では得られないたくさんの刺激をもらえて
グルグルしてました。他の方の話を聞いて吸収できて、すごくよい時
間をすごすことができました。

●他の世代がどういう考えを持っているかを理解できた。公の場で自
分の意見を発信することはいままでなかったので、自分の人生を「振
り返る」ことができた。

●子育てについて語り合う場がなかなかないので、こういう機会はもっ
と増やして欲しい。

■発表会の来場者
●他世代の考え、男性の考えを聞くことができてよかったです。他
区なので私の住んでいる区でもこのようなワークショップがあれば
よいなと思いました。

●全員の意見を聞けなかったのが残念でしたが、リアルな声が聞け
てよかった。

主催：東京都、豊島区、東京文化発信プロジェクト室（公益財団法人東京都歴史文化財団）、特定非営利活動法人アートネットワーク・ジャパン

［参加者傾向・属性］

◀子どもの有無なし54% あり46%◀結婚歴の有無
未婚38%

既婚・
結婚歴あり
62%

◀男女比

男19%

女81%

◀年代別

20代31%

30代31%

40代19%

40代4%

50代15%

■  ワークショップ

■  発表会　ランチ deディスカッション

実施日時 2012年9月6日（木）、15日（土）、20日（木）、29日（土）、10月4日（木）、18日（木）、20日（土）、27日（土）、11月8日（木）、
18日（日） 10:00-13:00（全１０回）

実施日時 2012年12月2日（日）　11:00-14:00　（第一部　11:00-11:50／第二部　12:05-14:00）

会場 としまアートステーション「Z」、雑司が谷地域文化創造館（多目的ホール、音楽室）

参加者数 62名

会場 としまアートステーション「Z」

参加者数 9月
10月
11月

……6日（木）̶ 12名／15日（土）̶ 9名／20日（木）̶ 11名／29日（土）̶ 10名
……4日（木）̶ 9名／18日（木）̶ 11名／20日（土）̶ 6名／27日（土）̶ 5名
……8日（木）̶ 6名／18日（日）̶ 8名

映像出演 池上綾乃、石川佳代、箙景美、鬼澤舞、佐々木亜希子、佐々木誠一、薗部伸悟、土本広美、鄭晶晶、冨樫由美、中西典子、
新妻葉子、蓮池奈緒子、長谷川三保子、福井千也子、宮崎あかり、森隆一郎、山﨑友貴

子
育
て
を
め
ぐ
る
タ
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部
初
美﹁
と
し
ま
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子
育
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育
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メ
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